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一

は
じ
め
に

上
野
直
昭
︵
一
八
八
二
―
一
九
七
三
︶︵
挿
図
1
︶
は
︑
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
日
本
美
術
史

の
研
究
者
と
し
て
大
学
に
お
い
て
教
育
を
行
い
︑
美
術
館
や
博
物
館
の
館
長
を
務
め
︑
芸
術
大
学

で
は
運
営
に
携
わ
っ
た
︒
具
体
的
に
は
京
城
帝
国
大
学
︵
以
下
︑﹁
京
城
帝
大
﹂
と
す
る
︶
教
授
︑

一
九
三
二
年
︵
昭
和
七
︶
か
ら
三
年
間
︑
九
州
帝
国
大
学
︵
以
下
﹁
九
州
帝
大
﹂
と
す
る
︶
兼
務
︑

大
阪
市
立
美
術
館
︵
以
下
﹁
大
阪
市
美
﹂
と
す
る
︶
館
長
︑
東
京
美
術
学
校
︵
以
下
﹁
美
校
﹂
と
す
る
︶

の
最
後
の
校
長
︑
東
京
芸
術
大
学
︵
以
下
﹁
芸
大
﹂
と
す
る︶

1
︵

︶
の
初
代
学
長
と
な
り
︑
一
時
期
東

京
国
立
博
物
館
︵
以
下
﹁
東
博
﹂
と
す
る
︶
館
長
を
兼
務
︑
退
職
後
は
愛
知
県
立
芸
術
大
学
︵
以
下

﹁
愛
知
芸
大
﹂
と
す
る
︶
学
長
を
歴
任
し
た
︒
こ
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
見
る
と
︑
戦
中
戦
後
の
混
乱

し
た
時
代
に
日
本
で
唯
一
の
国
立
の
芸
術
系
大
学
お
よ
び
美
術
館
博
物
館
の
運
営
の
舵
を
取
っ
た

人
物
と
し
て
の
側
面
に
目
が
行
き
が
ち
と
な
る
︒

研
究
ノ
ー
ト

東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
所
蔵
上
野
直
昭
資
料
に
つ
い
て

大

西

純

子

と
こ
ろ
で
︑
と
く
に
芸
大
楽
理
科
お
よ
び
芸
術
学
科
の
卒
業
生
︑
現
役
学
生
に
と
っ
て
は
︑
そ

の
生
み
の
親
と
し
て
記
憶
し
た
い
人
物
で
あ
る
︒
戦
後
︑
従
来
の
専
門
学
校
を
新
制
四
年
制
大
学

と
す
る
と
い
う
方
針
は
無
論
戦
後
の
政
府
や
文
部
省
の
そ
れ
に
従
っ
た
の
で
あ
る
が
︑
新
た
に
大

学
と
な
る
意
義
と
し
て
︑
彼
は
芸
術
に
も
教
養
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る︶

2
︵

︒
新
制
大
学
と
な
る
に

あ
た
っ
て
の
大
学
の
組
織
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
を
纏
め
た
申
請
書︶

3
︵

は
︑
美
校
お
よ
び
東
京

音
楽
学
校
︵
以
下
﹁
音
校
﹂
と
す
る
︶
の
当
時
の
校
長
小
宮
豊
隆
を
始
め
と
す
る
教
員
達
と
も
協

議
し
な
が
ら
︑
従
来
両
校
に
あ
っ
た
師
範
科
を
廃
し
て
美
術
学
部
に
は
芸
術
学
科
が
音
楽
学
部
に

は
楽
理
科
が
新
設
さ
れ
︑
両
学
部
の
教
員
構
成
︑
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
そ
の
他
は
各
学
校
の
校
長
以
下

教
員
達
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
そ
こ
に
は
直
昭
自
身
が
︑
東
京
帝
国
大
学

︵
以
下
﹁
帝
大
﹂
と
す
る
︶
で
美
学
の
教
授
で
あ
っ
た
大
塚
保
治
︵
一
八
六
九
―
一
九
三
一
︶︑
美
校

の
元
校
長
で
あ
っ
た
岡
倉
覚
三
︵
一
八
六
三
―
一
九
一
三
︶︑
岡
倉
の
後
継
者
と
目
さ
れ
て
い
た
文

部
省
の
中
川
忠
順
︵
一
八
七
三
―
一
九
二
八
︶︑
帝
大
建
築
学
科
教
授
の
関
野
貞
︵
一
八
六
八
―
一

九
三
五
︶
な
ど
か
ら
直
接
に
教
え
を
受
け
︑
そ
の
後
欧
州
留
学
を
経
て
﹁
東
洋
学
の
研
究
拠
点
﹂

を
目
指
し
た
京
城
帝
大
の
教
授
と
な
り
︑
交
換
教
授
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
講
義
を
行
い
︑
同

時
に
同
大
学
﹁
日
本
研
究
所
﹂
の
日
本
側
の
所
長
を
務
め
た
上
野
直
昭
の
︑﹁
学
問
の
府
﹂
で
あ

る
﹁
大
学
﹂
と
い
う
も
の
へ
の
概
念
あ
る
い
は
思
い
も
影
響
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
︒

上
野
直
昭
の
専
門
分
野
は
日
本
美
術
史
︑
と
く
に
絵
巻
物
の
研
究
で
あ
っ
た
が
︑
彼
の
名
は
︑

研
究
者
と
し
て
よ
り
も
今
日
で
は
む
し
ろ
芸
術
教
育
や
芸
術
大
学
の
運
営
面
に
す
ぐ
れ
た
人
物
と

し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
︒
従
来
彼
に
関
し
て
発
表
さ
れ
た
論
文
そ
の
他
は
︑﹃
東
京
芸
術

大
学
百
年
史

東
京
美
術
学
校
篇
﹄
第
三
巻
お
よ
び
同
巻
別
巻
﹃
上
野
直
昭
日
記︶

4
︵

﹄︑
安
松
み
ゆ

き
﹁
資
料
紹
介
﹃
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
日
本
古
美
術
展
覧
会
﹄﹂︑
同
著
﹁
美
術
史
家
上
野
直
昭
と

ベ
ル
リ
ン
の﹃
日
本
研
究
所 Japaninstitut

﹄の
活
動
を
め
ぐ
っ
て︶

5
︵

﹂︑﹁
上
野
直
昭
著﹃
美
学
概
論︶

6
︵

﹄﹂

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
他
に
︑
本
人
の
随
筆
﹃
邂
逅︶

7
︵

﹄
に
よ
っ
て
彼
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
多
い
が
︑
京
城
帝
大
時
代
の
活
動
に
つ
い
て
は
詳
し
く
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
︑
今
回
︑

京
城
帝
大
時
代
の
資
料
を
含
む
本
資
料
が
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
︒
な
お
︑﹃
美
学
概
論
﹄

の
原
稿
は
上
野
直
昭
が
京
城
帝
大
で
行
っ
た
美
学
講
義
の
日
本
語
で
書
か
れ
た
ノ
ー
ト
も
し
く
は

原
稿
で
あ
る
が
︑
刊
行
さ
れ
た
そ
れ
は
韓
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
︒
元
の
原
稿
は
寄
贈
資
料
に

は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
︑
ど
の
よ
う
な
体
裁
で
あ
っ
た
の
か
︑
ま
た
現
在
ど
こ
に
あ
る
の
か
確
か
め

二
五

挿図 1 上野直昭肖像 東京芸術大学美
術学部近現代美術史・大学史研究センター
所蔵
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る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た︶

8
︵

︒

本
稿
で
は
︑
二
〇
一
五
年
︵
平
成
二
七
︶
に
芸
大
美
術
学
部
教
育
資
料
編
纂
室
︵
以
下
﹁
編
纂
室
﹂

と
す
る︶

9
︵

︶
に
遺
族
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
上
野
直
昭
の
資
料
に
基
づ
い
て
︑
彼
が
美
術
史
学
者
と
な
っ

た
契
機
か
ら
︑
そ
の
後
し
だ
い
に
学
校
運
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
中
心
に
︑
上

野
直
昭
資
料
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
︒
現
在
資
料
は
︑
二
〇
二
〇
年
︵
令
和
二
︶
四
月
に
旧
編

纂
室
の
資
料
を
母
体
と
し
て
新
た
に
設
置
さ
れ
た
﹁
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
近
現
代
美
術
史
・

大
学
史
研
究
セ
ン
タ
ー︶

10
︵

﹂
が
保
管
す
る
が
︑
編
纂
室
時
代
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
︑
本

稿
に
お
い
て
は
編
纂
室
の
名
称
で
述
べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
︒
な
お
︑
以
下
︑
研
究
対
象
︑
研
究

グ
ル
ー
プ
関
係
者
︑
資
料
整
理
関
係
者
な
ど
に
つ
い
て
は
敬
称
を
省
略
し
︑
そ
れ
以
外
の
人
達
に

は
敬
称
を
つ
け
て
述
べ
る
︒
ま
た
︑
記
述
に
は
基
本
的
に
西
暦
を
用
い
る
が
初
出
時
の
み
和
暦
も

付
す
︒
以
下
同
年
を
記
す
場
合
に
は
和
暦
は
省
略
す
る
︒

二

上
野
直
昭
資
料
寄
贈
の
経
緯
と
資
料
の
概
略
―

二
〇
一
四
年
︵
平
成
二
六
︶
秋
︑
上
野
直
昭
の
次
女
上
野
ア
キ
︵
一
九
二
二
―
二
〇
一
四
︶
が
亡

く
な
っ
た
︒
ア
キ
は
東
京
文
化
財
研
究
所
︵
以
下
﹁
東
文
研
﹂
と
す
る
︶
に
長
年
研
究
員
と
し
て

勤
め
︑
定
年
後
は
名
誉
所
員
と
な
っ
た
︒
翌
二
〇
一
五
年
春
︑
遺
族
の
吉
川
道
子
氏︶

11
︵

か
ら
︑
上
野

ア
キ
の
研
究
資
料
を
東
文
研
に
寄
贈
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
同
所
の
元
司
書
で
ア
キ
と
親
交
の

深
か
っ
た
中
村
節
子
を
通
じ
て
あ
っ
た
︒
上
野
家
に
は
︑
ア
キ
資
料
の
他
に
︑
直
昭
の
資
料
お
よ

び
そ
の
妻
で
音
校
出
身
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
上
野
ひ
さ
︵
一
八
九
三
―
一
九
九
七
︶

の
資
料
が
あ
っ
た
︒
上
野
家
資
料
を
中
村
と
一
緒
に
見
に
行
っ
た
山
梨
絵
美
子
︵
当
時
東
文
研
文

化
財
情
報
資
料
部
長
︑
そ
の
後
二
〇
二
一
年
／
令
和
三

三
月
末
日
ま
で
副
所
長
︶
や
元
所
員
の
米
倉

迪
夫
氏
が
︑
直
昭
資
料
と
ひ
さ
資
料
は
芸
大
に
寄
贈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
い
う
判
断
を
し

て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
芸
大
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

ア
キ
は
︑
定
年
退
職
後
母
の
世
話
を
し
な
が
ら
二
人
で
国
分
寺
の
上
野
宅
に
暮
ら
し
︑
母
亡
き

後
も
し
ば
ら
く
は
国
分
寺
に
一
人
で
暮
ら
し
た
︒
し
か
し
そ
の
後
ア
キ
は
体
調
を
崩
し
︑
亡
く
な

る
前
の
数
年
間
は
姪
の
道
子
氏
と
鎌
倉
の
吉
川
家
で
暮
ら
し
︑
国
分
寺
の
家
は
ア
キ
の
死
後
も
暮

ら
し
て
い
た
時
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た
︒
中
村
︑
山
梨
達
が
資
料
を
見
に
行
っ
た
時
に
は
︑
誰

も
住
ま
な
く
な
っ
た
家
は
老
朽
化
が
激
し
く
︑
床
を
踏
み
抜
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
ほ
ど

表 1 直昭資料中の書簡からみた上野直昭の人的ネットワーク
戦前・戦中

一高・帝大
安倍能成、天野貞祐、伊東忠太、岩波茂雄、上野精一、大西克礼、鹿子木員信、九鬼周造、熊谷宣夫、黒
板勝美、小泉信三、児島喜久雄、小塚新一郎、小林太市郎、小宮豊隆、瀧精一、竹内敏雄、田中豊蔵、田
辺元、中川忠順、福井利吉郎、松本亦太郎、丸尾彰三郎、望月信成、森井健介、矢崎美盛、矢代幸雄、吉
川逸治、渡邉一、和辻哲郎、その他多数

ベルリン 小塚新一郎、山田智三郎、（オットー・キュンメル）

京城帝大 麻生磯次、安倍能成、熊本正男、栗原一男、児島喜久雄、小林英夫、佐藤得二、高雄嘉四郎、田中豊蔵、
矢崎美盛、渡邉一、高裕燮、中吉功、藤田亮策、その他

九州帝大（京城帝大と
兼任 集中講義）

小野寺直助、矢崎美盛

大阪市立美術館館長 小林太市郎、望月信成

東京美術学校校長（昭
和 27年まで）

麻生磯次、伊藤廉、梅原龍三郎、熊本正男、小塚新一郎、田中喜作、田中豊蔵、中吉功、西田正秋、西本
順、藤田亮策、松田権六、森井健介、矢代幸雄、安井曾太郎、安田靫彦、山下民蔵、吉川逸治、脇本十九
郎（楽之軒）など、（東京音楽学校関係者 小倉末、小宮豊隆、遠山つや、など）

戦後

東京芸術大学学長 伊藤廉、梅原龍三郎、熊本正男、小塚新一郎、中吉功、西田正秋、西本順、藤田亮策、松田権六、安井曾
太郎、安田靫彦、吉川逸治、脇本十九郎など （音楽学部関係者 小倉好雄、遠山つや、など）

東京国立博物館館長 東京芸術大学学長と兼任
愛知県立芸術大学学長 小塚新一郎、佐野一彦、（大野）高橋熙子＝マクダモット、豊岡益人など
その他

美術懇話会
岩波茂雄、上野精一、梅原龍三郎、大塚稔、児島喜久雄、小塚新一郎、坂崎坦、高見廉吉、田中喜作、田
中耕太郎、田中豊蔵、田辺元、種田虎雄、長尾欽彌、原善一郎、福原信三、藤懸静也、細川護立、森井健
介、矢代幸雄、安井曾太郎、脇本十九郎

東洋美術国際研究会 伊東忠太、上野精一、児島喜久雄、田中豊蔵、豊岡益人、長尾欽彌、福井利吉郎、藤懸静也、細川護立、
丸尾彰三郎、矢代幸雄、山田智三郎、吉川逸治

美術研究所 児島喜久雄、田中喜作、田中豊蔵、豊岡益人、福井利吉郎、藤懸静也、丸尾彰三郎、望月信成、矢代幸
雄、山田智三郎、吉川逸治、脇本十九郎、渡邉一

東京国立文化財研究所 田中豊蔵、福井利吉郎、矢代幸雄、吉川逸治

家族・親族
上野昭道（実父）・ 要（実母）・ひさ（妻・旧姓田中）・マリ子（長女・吉川逸治に嫁ぐ）・アキ（次女）・上野道（弟）・
九鬼隆一・九鬼三郎・九鬼周造・九鬼縫子・田中きゃう・田中元三郎・田中友一郎・橋口兼夫・橋口清・橋口
半次郎・橋口八重子（妹・半次郎妻）・橋口康夫・三原繁吉・三原多恵子・三原政・吉川淳・坂井義三郎（犀水）
その他多数

二
六

            



東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
所
蔵
上
野
直
昭
資
料
に
つ
い
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で
︑
そ
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
た
膨
大
な
量
の
資
料
は
ね
ず
み
の
死
骸
や
ゴ
キ
ブ
リ
の
糞
に
ま
み
れ

て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
場
で
︑
東
文
研
か
ら
山
梨
︑
中
村
︑
芸
大
編
纂
室
か
ら
は
吉
田

千
鶴
子
が
︑
同
大
音
楽
学
部
大
学
史
史
料
室
か
ら
橋
本
久
美
子
が
資
料
の
大
ま
か
な
分
類
と
各
寄

贈
先
へ
の
分
配
に
参
加
し
︑
資
料
は
纏
め
て
芸
大
に
送
ら
れ
︑
二
〇
一
五
年
七
月
︑
美
術
学
部
に

上
野
直
昭
資
料
が
︑
音
楽
学
部
に
上
野
ひ
さ
資
料︶

12
︵

が
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
以
下
︑
上
野

直
昭
資
料
は
︑
上
野
家
の
他
の
資
料
と
区
別
す
る
た
め
に
直
昭
資
料
と
す
る
︒

吉
田
は
二
〇
一
三
年
︵
平
成
二
五
︶
に
芸
大
を
定
年
退
職
し
︑
そ
の
後
は
︑
芸
大
全
学
で
二
〇

一
一
年
︵
平
成
二
三
︶
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト︶

13
︵

の
特
別
研
究
員
と
し
て

編
纂
室
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
が
︑
寄
贈
の
翌
二
〇
一
六
年
︵
平
成
二
八
︶
春
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
完
了
お
よ
び
任
期
満
了
の
た
め
退
職
し
た︶

14
︵

︒
資
料
は
大
ま
か
な
分
類
の
み
で
ほ
と
ん
ど
整
理

さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
の
状
態
で
残
さ
れ
た
︒

三
機
関
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
は
相
互
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
た
め
︑
二
〇
一
六

年
秋
︑
東
文
研
︑
芸
大
音
楽
学
部
︑
美
術
学
部
の
各
資
料
を
連
携
し
て
研
究
す
る
研
究
会
を
結
成

し
︑
科
学
研
究
費
の
申
請
を
行
っ
た
︒
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
︑
美
術
学
部
は
︑
編
纂
室
か
ら
筆

者
︵
研
究
代
表
者
︶︑
研
究
分
担
者
と
し
て
芸
術
学
科
教
授
の
片
山
ま
び
︑
音
楽
学
部
か
ら
は
大
学

史
史
料
室
の
橋
本
久
美
子
︑
東
文
研
か
ら
は
塩
谷
純
︑
山
梨
絵
美
子
︒
連
携
研
究
者
と
し
て
同
所

の
橘
川
英
規
︒
さ
ら
に
︑
研
究
協
力
者
と
し
て
吉
田
千
鶴
子
と
中
村
節
子
が
加
わ
り
合
計
八
名
で

あ
っ
た
︒
二
〇
一
七
年
︑
二
〇
一
八
年
︵
平
成
二
九
︑
三
〇
︶
の
二
回
申
請
し
た
が
不
採
択
で
あ
っ

た
た
め
に
研
究
会
は
事
実
上
解
散
と
な
り
︑
編
纂
室
に
寄
贈
さ
れ
た
直
昭
資
料
は
︑
途
中
芸
大
の

一
三
〇
周
年
記
念
展
示
の
作
業︶

15
︵

と
資
料
を
抱
え
て
の
二
回
の
部
屋
の
引
越︶

16
︵

を
行
い
な
が
ら
︑
美
術

学
部
の
資
金
に
よ
り
中
村
節
子
︑
大
河
内
文
恵
︑
田
代
裕
一
朗
を
資
料
整
理
の
た
め
に
雇
い
入
れ

て
整
理
作
業
を
行
い
︑
主
と
し
て
中
村
が
目
録
を
作
成
し
︑
二
〇
二
〇
年
三
月
に
そ
の
作
業
を
終

了
し
た
︒

直
昭
資
料
は
︑
書
簡
類
︑
日
記
類
︑
受
講
し
た
講
義
録
︑
原
稿
・
自
筆
諸
資
料
類
︵
調
査
ノ
ー

ト
︑
意
見
書
︑
式
辞
︑
講
演
の
録
音
テ
ー
プ
︶︑
公
文
書
︵
辞
令
︑
履
歴
書
そ
の
他
︶︑
印
刷
物
な
ど
か

な
り
の
量
で
︑
上
野
家
か
ら
の
全
資
料
の
中
で
最
も
分
量
が
多
い
︒
表
2
―
4
は
全
資
料
の
う
ち

自
筆
資
料
︵
調
査
記
録
︑
原
稿
︑
日
記
な
ど
︶
の
抜
粋
で
あ
る
が
︑
こ
こ
で
リ
ス
ト
を
示
さ
な
か
っ

た
書
簡
は
相
当
な
数
に
の
ぼ
る︶

17
︵

︒
妻
ひ
さ
と
の
往
復
書
簡
以
外
は
直
昭
宛
に
届
い
た
も
の
だ
け
で

表 2 上野直昭資料内容概略
直筆資料

調査記録 21件 明治 45・大正元年、大正 5 年、同 6 年、同 8 年、同 12年、昭和 11年、同 19 年、同 32年、同
34 年、同 36 年、外、年代不詳

日記 45 件 明治 36 年～ 38 年、大正 15 年、昭和 5 年、昭和 12年～ 46 年（途中無いものあり）
受講録 70 件 中川忠順 16冊、大塚保治 12冊、元良（勇次郎）9 冊、その他
講義録  1件
原稿 36 件
その他 20 件

書簡
書簡（国内） 封 書 1865

葉 書 261
書簡（海外） 封 書 103

葉 書 8
その他 1

書簡総計 2238

公文書など
公文書類など 69 件
朝鮮半島関係資料 46 件
刊行物 90 件
音楽関係  6 件 長唄、南葵音楽事業部その他
展覧会目録など 34件
その他 53件
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表 3 直昭直筆資料のうち抜粋（調査記録、講義録、原稿、その他）
資料名 題名 件数 和暦 西暦
調査記録 『二府四県』 1 明治45年・大正元年 1912
調査記録 「関西行記録」 1 大正 5 年12月 1916
調査記録 「関西行記録」続きか 1
調査記録 「関西行記録」続きか 1
調査記録 大正 6 年研究会などのノート 1 大正 6 年 1917
調査記録 大正 8 年古美術調査ノート 1 大正 8 年 1919
調査記録 タイトルなし /ドイツ語で 2
調査記録 〔絵巻ノート〕 1
調査記録 石塔調査カード 17枚
調査記録 滞欧中の調査カード（ドイツ語） 多数
調査記録 東京帝大時代ノート 17枚
調査記録 「11月 3日～10日」（法隆寺訪問） 1
講 義 録 伯林大学における講義録（ドイツ語） 1 なし 1930-31
原 稿 田中豊蔵氏遺稿集の序 1
原 稿 京城帝国大学法文学部教授会における帰朝報告『ドイツの日本研究所について』 1 昭和 6 年12月 1931
原 稿 「博物館総長としての考え」 1
原 稿 「音楽学部問題」 1
そ の 他 国立博物館についての意見 1枚

表 4 上野直昭日記
和暦 西暦 月日 数量 備考（時期、又は場所など）

明治36年 1903
6月16日～ 8月30日

110月18日～12月30日
明治37年 1月

明治37年 1904～1905 4月 1日～明治38年 3月 9日 1

大正15年 1926 3月13日～10月15日 1 欧州留学時代
11月14日～12月26日 1 フィレンツェ

昭和 5 年 1930
1月 1日～ 1月30日

1

京城帝国大学教授

3月 9日～ 4月20日
4月24日～ 4月30日

昭和12年 1937 1月 1日～12月31日 1
昭和13年 1938 1月 1日～12月31日 1
昭和14年 1939 1月 1日～12月31日 1
昭和15年～16年 1940～1941 1月 1日～昭和16年12月31日 1 京城帝国大学、 2月大阪市立美術館館長へ
昭和17年 1942 日付は飛び飛び 1 大阪市立美術館館長
昭和18年～19年 1943～1944 1月 1日～昭和19年12月31日 1 大阪市立美術館館長⇒ 6月東京美術学校校長へ

昭和21年 1946  ？ 1
『上野直昭日記』（公用日記）昭和21年～28年 
原本は東京芸術大学図書館所蔵

10月18日？ 1
昭和22年 1947 9月12日？ 1
昭和23年 1948 9月16日？ 1

昭和24年 1949 4月18日～ 8月12日 1
東京美術学校⇒東京芸術大学へ 
5月31日東京芸術大学設置 
2月～ 4月国立博物館館長兼任

昭和26年 1951 1月 1日～12月31日 1 東京美術学校・東京芸術大学併設時期 ？ 1
昭和27年 1952 1月 1日～12月31日 1 3月31日東京美術学校閉校

昭和29年 1954 1月 1日～12月31日 1
 ？ 1

昭和30年 1955 1月 1日～ 9月29日 1
 ？ ？ 1月20日～ 2月20日 1

昭和36年 1961 1月 1日～12月31日 1 12月 任期満了により東京芸術大学退職
昭和37年 1962 1月 1日～12月31日 1
昭和38年 1963 1月 1日～12月31日 1
昭和39年 1964 1月 1日～12月31日 1
昭和40年 1965 1月 1日～12月31日 1
昭和41年 1966 1月 1日～ 1 4月 愛知県立芸術大学学長被命
昭和42年 1967  ？ 1
昭和42年～43年 1967～1968 12月28日～昭和43年 1月26日 1
昭和43年 1968 1月28日～ 9月 7日 1
昭和43年～44年 1968～1969 9月 8日～昭和44年 5月 1日 1

昭和44年 1969 1
5月 2日～12月31日 1

昭和45年 1970 1月 1日～ 9月15日 1
昭和45年～46年 1970～1971 9月16日～昭和46年 4月17日 1

昭和46年 1971 1
4月18日～12月21日 1

昭和46年～47年 1971～1972 12月22日～昭和47年 7月29日 1 昭和47年6月 愛知県立芸術大学辞任 
48年4月逝去
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相
手
へ
の
直
昭
の
手
紙
の
下
書
き
な
ど
は
な
い
︒
そ
の
た
め
何
を
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
︑
原

因
︑
経
緯
や
結
果
な
ど
に
つ
い
て
は
明
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
直

昭
が
ど
の
よ
う
な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク︵
表
1
︶を
持
っ
て
い
た
か
が
わ
か
り
︑
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
で
︑
彼
の
研
究
や
親
交
だ
け
で
は
な
く
︑
美
術
系
の
学
問
や
人
事
に
至
る
動
き
も
見
ら
れ

る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
封
筒
を
失
っ
た
も
の
や
︑
親
し
い
間
柄
で
や
り
と
り
し
た
ら
し
く
フ
ル

ネ
ー
ム
の
な
い
も
の
︑
消
印
も
な
く
書
簡
の
年
代
が
不
詳
の
も
の
も
多
い
︒
そ
の
た
め
未
整
理
と

な
っ
て
い
る
書
簡
も
な
お
残
っ
て
お
り
︑
ま
た
あ
ま
り
に
も
個
人
的
な
内
容
で
︑
美
術
界
に
ほ
と

ん
ど
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
書
簡
は
遺
族
に
返
還
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い︶

18
︵

︒

三

上
野
直
昭
の
略
歴

上
野
直
昭
は
︑
一
九
〇
八
年
︵
明
治
四
一
︶
帝
大
を
卒
業
︑
同
年
同
大
学
院
に
進
学
し
て
心
理

学
を
専
攻
︑
一
九
一
三
年
︵
大
正
二
︶
に
大
学
院
を
満
期
退
学
し
た
︒
そ
の
間
一
九
一
一
年
︵
明

治
四
四
︶
に
文
科
大
学
美
学
研
究
室
勤
務
の
副
手
と
な
り
︑
一
九
二
〇
年
︵
大
正
九
︶
に
は
帝
大

教
師
を
嘱
託
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
一
九
二
四
年
︵
大
正
一
三
︶
か
ら
朝
鮮
総
督
府
在
外
研
究
員
と
し

て
三
年
間
欧
州
へ
留
学
し
︑
一
九
二
六
年
︵
大
正
一
五
・
昭
和
元
︶
留
学
中
に
京
城
帝
大
教
授︶

19
︵

と

な
り
美
学
美
術
史
第
一
講
座
を
担
任
し
た
︒
一
九
三
二
年
か
ら
三
年
間
︑
九
州
帝
大
の
教
授
を
兼

任
し
︑
美
学
美
術
史
講
座
を
担
当
︑
一
九
三
五
年
︵
昭
和
一
〇
︶︑
京
城
帝
大
の
法
文
学
部
長
と

な
っ
た
︵
表
5
﹁
年
譜
﹂
参
照
︶︒

京
城
帝
大
在
任
中
の
一
九
三
〇
年
︵
昭
和
五
︶
か
ら
一
年
半
ほ
ど
︑
交
換
教
授
と
し
て
ベ
ル
リ

ン
大
学
で
講
義
を
行
い
︑
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
大
学
﹁
日
本
研
究
所
﹂
の
日
本
側
の
所
長
と
し
て
滞

在
︑
ま
た
︑
一
九
三
九
年
︵
昭
和
一
四
︶
に
開
催
さ
れ
た
﹁
伯
林
日
本
古
美
術
展
覧
会
﹂
に
尽
力

し
た
︒
戦
況
が
悪
化
し
た
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
︶︑
大
阪
市
美
の
館
長
と
し
て
帰
国
︑
一
九

四
四
年
︵
昭
和
一
九
︶
に
美
校
の
校
長
に
就
任
し
︑
終
戦
を
迎
え
た
︒
戦
後
は
新
制
四
年
制
大
学

と
な
っ
た
芸
大
の
初
代
学
長
を
務
め
︑
定
年
後
は
愛
知
芸
大
の
創
設
に
関
わ
り
そ
の
初
代
学
長
を

務
め
た
︒
美
術
史
研
究
畑
を
歩
ん
だ
直
昭
で
あ
っ
た
が
︑
現
在
彼
の
業
績
を
振
り
返
る
時
美
術
史

学
者
と
し
て
よ
り
も
︑
む
し
ろ
美
術
教
育
や
美
術
大
学
の
運
営
面
に
す
ぐ
れ
て
い
た
人
物
と
し
て

認
識
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
︒
ま
た
今
で
は
︑
美
術
分
野
に
お
け
る
彼
の
出
発
が
日
本
美
術
史
︑
と

く
に
絵
巻
研
究
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
︒
事
実
︑
京
城
帝
大

か
ら
大
阪
市
美
に
移
っ
た
時
に
直
昭
自
身
が
﹁
戦
争
中
大
阪
に
在
つ
て
︑
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
依

頼
に
依
り
︑
飛
鳥
園
の
仏
像
写
真
の
蒐
集
上
代
彫
刻
の
概
論
を
書
い
た
︒︵
中
略
︶
こ
の
外
に
は

学
術
的
の
著
書
は
な
く
︑
論
文
も
少
く
︑
学
位
も
も
た
ぬ
︒
学
界
に
於
け
る
地
位
な
ど
は
頓
着
せ

ず
︑
一
事
務
官
に
な
つ
て
隠
居
仕
事
を
し
た︶

20
︵

︒﹂と
書
い
て
い
る
︒
そ
の
後
芸
術
大
学
学
長
と
な
っ

て
か
ら
は
幾
つ
も
の
著
作
を
残
し
た
が
︑
当
時
︑
大
学
運
営
の
面
で
大
き
く
あ
る
い
は
広
く
活
躍

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
は
予
想
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒

四

日
本
美
術
史
と
の
出
会
い

直
昭
は
一
九
〇
四
年
︵
明
治
三
七
︶
に
東
京
第
一
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
︑
帝
大
法
科
大
学
校

に
入
学
し
た
︒
法
科
の
学
問
に
興
味
が
持
て
ず
︑
同
大
文
科
大
学
の
講
義
を
聴
講
す
る
よ
う
に
な

り
︑
そ
こ
で
大
塚
保
治
の
美
学
講
義
に
出
会
っ
た
の
だ
が
︑
こ
の
出
会
い
が
直
昭
の
人
生
を
大
き

く
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た︶

21
︵

︒
翌
年
︑
文
科
大
学
に
転
科
し
て
心
理
学
を
専
攻
し
︑
卒
業
後
に

美
学
研
究
室
の
副
手
と
し
て
一
〇
年
余
を
過
ご
し
た
︒
大
塚
保
治
の
講
義
を
長
く
聴
講
し
続
け
︑

﹁
先
生
の
講
義
は
殆
ん
ど
余
す
と
こ
ろ
な
く
き
い
た
﹂
と
の
ち
に
回
想
し
て
い
る
が︶

22
︵

︑
そ
れ
を
示

す
よ
う
に
大
塚
保
治
の
講
義
の
受
講
ノ
ー
ト
も
多
く
︑
直
昭
資
料
中
に
一
二
冊
残
さ
れ
て
い
る

︵
表
2
︶︒
大
塚
に
関
す
る
思
い
出
の
中
で
︑
大
塚
が
夏
︑
鎌
倉
に
避
暑
に
来
た
際
に︶

23
︵

︑
平
子
尚

︵
鐸
嶺
︶
と
彫
刻
家
の
新
海
竹
太
郎
と
三
人
で
散
歩
し
て
い
た
の
を
目
に
し
た
話
が
あ
る
︒
平
子

と
新
海
の
親
交
の
深
さ
と
共
に
︑
あ
ま
り
私
的
な
場
面
で
の
資
料
の
残
ら
な
い
平
子
が
大
塚
と
親

し
く
交
流
し
て
い
た
一
コ
マ
が
見
え
る
こ
と
は
興
味
深
い︶

24
︵

︒
東
文
研
に
二
〇
一
四
年
に
寄
贈
さ
れ

た
新
海
竹
太
郎
資
料
の
中
に
︑
平
子
鐸
嶺
の
調
査
ノ
ー
ト
が
あ
っ
た
こ
と
も
平
子
と
新
海
の
交
友

の
深
さ
を
物
語
る
と
言
え
よ
う︶

25
︵

︒

ま
た
︑
日
本
美
術
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
直
昭
は
︑
帝
大
工
科
大
学
の
関
野
貞
が
同
大
文
科
大

学
で
行
っ
た
日
本
建
築
史
を
聴
講
し
た
︒
こ
の
講
義
は
建
築
史
を
主
と
し
て
い
た
が
彫
刻
や
絵
画

に
ま
で
亘
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
﹁
関
野
の
講
義
に
導
か
れ
て
︑
殆
ん
ど
毎
年
の
春

休
み
を
奈
良
で
送
つ
た︶

26
︵

﹂︒
そ
の
よ
う
な
下
地
の
上
で
︑
直
昭
は
運
命
的
な
出
会
い
を
し
た
︒

一
九
一
〇
年
︵
明
治
四
三
︶︑
帝
大
に
初
め
て
美
術
史
の
講
座
が
で
き
た
︒
そ
の
頃
︑
文
科
大

学
に
美
学
研
究
室
が
置
か
れ
︑
直
昭
は
美
学
の
副
手
と
な
っ
た
︒
元
美
校
校
長
の
岡
倉
覚
三
︵
号

天
心
︶
が
行
っ
た
﹁
泰
東
巧
藝
史
﹂
を
聴
き
︑
岡
倉
か
ら
美
術
史
学
を
本
格
的
に
勉
強
す
る
よ
う

二
九

            



美
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研
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表 5 上野直昭年譜 大西純子編
和暦 西暦 月日

明治15年 1882 11月11日 兵庫県に生まれる
明治41年 1908 7月 東京帝国大学文科大学哲学科卒業、同大学院（心理学専攻）入学

明治43年 1910 岡倉覚三との知遇を得て、中川忠順について絵巻の研究をすることを勧められる（岡倉覚
三特別講義「泰東巧藝史」）

明治44年 1911 9月 東京帝国大学副手嘱託（美学研究室勤務）
明治45年・大正元年 1912 7月～ 9月 A.Keller と共に関西へ古美術研究旅行 ⇒『二府四県』

大正 2年 1913 7月 大学院満期退学
大正10年 1921 3月 東京帝国大学文科大学副手辞職

大正13年 1924 10月 京城帝国大学予科講師嘱託（美学及び美術史研究の為ドイツ、イタリア、ギリシア、アメリ
カへ在留命令）

大正15年 1926 4月 （留学中に）任京城帝国大学教授 法文学部教授 美学美術史講座担任

昭和 2年 1927
3月 帰朝
6月 京城帝国大学法文学部美学美術史第一講座担任

昭和 4 年 1929 12月 欧州各国へ出張命令
昭和 5 年 1930 2月 京城出発
昭和 6 年 1931 7月 帰任
昭和 7年 1932 5月 兼任九州帝国大学教授
昭和 9 年 1934 10月 東京帝国大学文学部講師嘱託

昭和10年 1935
2月 補京城帝国大学法文学部長

朝鮮総督府博物館建設委員会委員被命
5月 朝鮮美術展覧会評議員を被命
8月 依願免京城帝国大学法文学部長

昭和13年 1938
4月 陞叙高等官一等
6月 京城帝国大学評議員被命

昭和14年 1939 12月 李王家美術館評議員嘱託
昭和15年 1940 12月 国宝保存会委員被仰付

昭和16年 1941

1月 依願免本官（京城帝国大学）
2月 大阪市立美術館長事務取扱嘱託

3月 大阪市立美術館長事務取扱嘱託を解く
大阪市理事を任ず、大阪市立美術館長を命ず

昭和19年 1944

5月 大阪市立美術館長依願免官

6月
任東京美術学校校長
補工芸技術講習所長
帝室博物館顧問被仰付

昭和21年 1946
4月 東京美術学校長に補す、兼補工芸技術講習所長
8月 帝国学士院会員被仰付

昭和22年 1947 7月 正倉院評議員会会員委嘱
学術研究会議会員任命

昭和24年 1949
4月 国立博物館館長兼東京美術学校校長
5月 東京芸術大学学長事務取扱
7月 国立博物館館長を免じ東京芸術大学学長に任ず

昭和25年 1950 12月 文化財専門審議会専門委員
昭和27年 1952 9月 国立近代美術館評議員
昭和30年 1955 7月 フランス美術館設置準備評議会委員（昭和33年 6月まで）

昭和32年 1957 5月 国際学士院連合第31回総会出席（ブリュッセル） 序でにスウェーデンを始めとして 7カ国
の音楽学校・美術学校の教育調査

昭和33年 1958 7月 国立西洋美術館設置準備協議会委員

昭和34年 1959
3月 国立劇場設立準備協議会委員

4月 国立西洋美術館評議員
文化功労者に選ばれた。同年ドイツ連邦共和国から大十字功労賞贈呈された

昭和36年 1961 12月 任期満了により東京芸術大学退職
昭和37年 1962 10月 東京芸術大学名誉教授
昭和41年 1966 4月 愛知県立芸術大学学長
昭和47年 1972 6月 同辞任
昭和48年 1973 4月 逝去

三
〇

            



東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
所
蔵
上
野
直
昭
資
料
に
つ
い
て

317

に
薦
め
ら
れ
︑
と
く
に
中
川
忠
順
に
就
い
て
絵
巻
物
を
研
究
す
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と
ア
ド

ヴ
ァ
イ
ス
さ
れ
た︶

27
︵

︒
直
昭
は
岡
倉
の
講
義
に
つ
い
て
﹁
あ
ん
な
に
若
い
者
の
血
を
湧
か
せ
る
講
義

を
他
に
き
い
た
こ
と
は
な
い
﹂
と
述
べ
て
い
る︶

28
︵

︒
ま
た
︑
岡
倉
か
ら
薦
め
ら
れ
た
中
川
忠
順
の
講

義
も
﹁
す
ば
ら
し
く
身
の
あ
る
講
義
で
あ
つ
た︶

29
︵

﹂︒
そ
し
て
︑
中
川
の
下
で
行
っ
た
絵
巻
物
の
研

究
は
﹁
私
の
生
涯
の
仕
事
の
重
要
な
る
部
分
を
な
す
﹂
も
の
で
あ
り
︑﹁
此
人
︹
中
川
︺
に
逢
ひ
︑

此
人
の
講
義
を
き
い
た
こ
と
は
︑
私
の
運
命
に
影
響
し
た
重
大
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
へ
て
ゐ

る
﹂
と
述
べ
て
い
る︶

30
︵

︒
こ
の
よ
う
に
︑
岡
倉
︑
中
川
と
の
出
会
い
が
も
と
も
と
美
学
や
日
本
美
術

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
直
昭
の
そ
れ
か
ら
先
を
示
し
︑
あ
る
い
は
学
者
と
し
て
の
道
筋
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
︒
と
く
に
中
川
を
師
と
し
て
尊
敬
し
︑﹁
私
は
︑
岡
倉
―
中
川
の
線
に
沿
ふ
絵
巻

物
研
究
を
想
起
し
︑
若
し
中
川
先
生
の
蘊
蓄
を
分
け
て
貰
へ
る
な
ら
ば
︑
犬
馬
の
労
を
と
る
の
も

厭
は
な
い
気
に
な
り
︑
若
し
中
川
先
生
に
指
導
を
受
け
ら
れ
る
な
ら
ば
︑
絵
巻
物
を
勉
強
し
て
見

た
い
と
答
へ
﹂︑
一
九
一
六
年
︵
大
正
五
︶
に
は
帝
国
学
士
院
の
研
究
費
補
助
を
申
請
し
て
二
人

で
共
同
研
究
を
行
っ
た︶

31
︵

︒
こ
の
共
同
研
究
が
具
体
的
な
修
行
時
代
で
あ
り
︑
直
昭
の
美
術
史
学
者

と
し
て
の
出
発
点
と
考
え
ら
れ
る
が
こ
の
研
究
は
の
ち
に
中
断
さ
れ
た︶

32
︵

︒

彼
の
随
筆
に
は
︑
関
野
貞
や
中
川
忠
順
や
瀧
精
一
な
ど
の
講
義
を
聴
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
︑
関
野
と
瀧
の
受
講
ノ
ー
ト
は
資
料
中
に
は
残
ら
な
い
︒
一
九
一
六
年
以
降
︑
中
川
の
講

義
を
聴
講
し
た
際
の
講
義
ノ
ー
ト
一
六
冊
︵
表
2
︶
も
今
回
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
中
に
残
っ
て
い

る
︒
翻
刻
は
直
昭
資
料
整
理
中
に
学
習
院
大
学
の
田
中
潤
に
よ
っ
て
二
冊
に
着
手
し
た
だ
け
で
ほ

と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い︶

33
︵

︒
し
か
し
︑
直
昭
が
残
し
た
中
川
忠
順
の
講
義
ノ
ー
ト
は
︑
ま
と
ま
っ

た
著
作
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
中
川
の
事
績
を
検
証
す
る
上
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
果

た
す
と
思
わ
れ
る
︒
後
述
す
る
よ
う
に
︑
中
川
没
後
す
ぐ
に
中
川
の
遺
稿
集
の
刊
行
が
計
画
さ
れ

た
よ
う
だ
が
︑
こ
の
計
画
は
残
念
な
が
ら
実
現
し
な
か
っ
た
︒

当
時
︑
直
昭
が
日
本
美
術
史
を
学
ぶ
上
で
の
教
科
書
ま
た
は
解
説
書
と
し
て
は
︑
た
と
え
ば
︑

早
く
は
︑
岡
倉
が
美
校
に
お
い
て
行
っ
た
﹁
日
本
美
術
史
講
義
﹂
の
筆
記
ノ
ー
ト
を
筆
写
し
た
も

の
を
帝
大
生
も
借
覧
し
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
が
︑
そ
れ
は
直
昭
が
一
高
時
代
に
初
め
て
奈

良
を
訪
れ
た
一
九
〇
二
年
︵
明
治
三
五
︶
よ
り
も
一
〇
年
あ
ま
り
昔
の
こ
と
で
あ
る
し
︑
一
般
に

入
手
で
き
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
︒
帝
大
で
は
直
昭
も
聴
講
し
た
建
築
史
家
の
関
野
貞
が

行
っ
て
い
た
建
築
史
を
中
心
と
し
た
日
本
美
術
史
講
義
が
あ
っ
た
が
︑
い
ま
だ
帝
大
で
も
美
術
史

の
講
座
は
な
か
っ
た︶

34
︵

︒
仏
像
写
真
は
︑
小
川
一
真
︑
工
藤
利
三
郎
︑
飛
鳥
園
の
小
川
晴
暢
な
ど
の

図
版
集
が
明
治
末
期
か
ら
大
正
昭
和
に
か
け
て
出
版
さ
れ
て
い
た
が
︑
直
昭
の
修
行
時
代
に
は
ま

だ
多
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
一
九
〇
一
年
︵
明
治
三
四
︶
に
な
っ
て
︑
帝
国
博
物
館
編
︵
農

商
務
省
出
版
︶
の
﹃
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
﹄
が
刊
行
さ
れ
た
が
な
お
満
足
な
も
の
と
は
言
え

な
か
っ
た
︒
し
か
し
ち
ょ
う
ど
岡
倉
か
ら
美
術
史
研
究
を
薦
め
ら
れ
た
一
九
一
〇
年
︑
イ
ギ
リ
ス

の
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
︑
五
月
一
四
日
か
ら
一
〇
月
二
九
日
ま
で
の
五
ヶ
月
あ
ま
り
日
英
博
覧
会

が
開
催
さ
れ
た
︒
そ
の
時
に
出
品
さ
れ
た
古
美
術
品
の
目
録
の
日
本
語
版
は
同
年
七
月
︑
内
務
省

宗
教
局
編
﹃
特
別
保
護
建
造
物
及
国
宝
帖
﹄︵
以
下
﹃
国
宝
帖
﹄
と
す
る
︶
と
し
て
審
美
書
院
よ
り

刊
行
さ
れ
た
︒
こ
の
書
は
︑
美
術
の
解
説
を
岡
倉
︑
中
川
︑
平
子
が
担
当
し
︑
建
築
を
伊
東
忠
太

と
関
野
貞
が
担
当
し
た︶

35
︵

︒
林
み
ち
こ
氏
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
目
録
は
︑
岡
倉
が
英
語
で
講
演
し
︑
そ

れ
を
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
が
筆
記
し
た
も
の
が
元
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ︶

36
︵

︑
さ
ら
に
︑

文
体
を
分
析
し
た
結
果
︑
英
文
は
岡
倉
が
編
集
︑
和
文
で
は
平
子
が
主
導
し
た
の
で
は
な
い
か
と

さ
れ
る︶

37
︵

︒
お
そ
ら
く
︑
こ
の
本
の
全
巻
を
通
し
て
の
企
画
は
岡
倉
が
行
っ
た
と
考
え
ら
れ︶

38
︵

︑﹃
国

宝
帖
﹄
の
美
術
史
観
に
は
︑
こ
の
書
を
統
括
し
た
と
思
わ
れ
る
岡
倉
の
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
︒
以
上
か
ら
︑
直
昭
の
日
本
美
術
史
は
︑
大
塚
保
治
や
ベ
ル
リ
ン
大
学
で

影
響
を
受
け
た
エ
ト
ム
ン
ト
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
の
美
学
を
基
に
し
て
︑
岡
倉
︑
中
川
︑
さ
ら
に

関
野
な
ど
の
学
識
と
美
術
の
見
方
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る︶

39
︵

︒

五

 

ア
ド
ル
フ
・
ケ
ラ
ー
と
の
日
本
美
術
の
勉
強
会
― 

 

﹃
二
府
四
県
美
術
調
査
報
告
︵
京
都
府
︑
大
阪
府
︑
兵
庫
県
︑
滋
賀
県
︑
奈
良
県
︑

和
歌
山
県
︶﹄
自
明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
四
日
至
大
正
元
年
九
月
二
日
︵
以
下

﹃
二
府
四
県
﹄
と
す
る
︶

直
昭
は
一
高
時
代
の
一
九
〇
二
年
に
初
め
て
奈
良
を
訪
れ︶

40
︵

︑
前
述
の
よ
う
に
帝
大
で
は
関
野
貞

の
日
本
美
術
史
を
含
む
日
本
建
築
史
を
毎
年
聴
講
し
て
︑
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
春
休
み
に
は
奈
良
を

訪
れ
て
い
た
︒
一
九
一
二
年
︵
明
治
四
五
・
大
正
元
︶
の
春
︑
帝
大
の
友
人
田
村
寛
貞︶

41
︵

を
介
し
て
︑

ド
イ
ツ
人
の
ア
ド
ル
フ
・
ケ
ラ
ー
︹A

dolf K
eller

︶
42
︵

︺
と
知
り
合
い
︑
そ
の
年
の
夏
に
は
ケ
ラ
ー
と

共
に
関
西
旅
行
を
し
た
︒
こ
の
ケ
ラ
ー
と
の
出
会
い
も
ま
た
︑
直
昭
が
日
本
美
術
史
を
実
際
に
研

究
し
て
い
く
上
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
︒
随
筆
﹃
邂
逅
﹄
に
よ
れ
ば
︑
一
九
一
二
年
の
夏

三
一
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に
こ
の
ケ
ラ
ー
と
共
に
関
西
旅
行
を
し
︑
京
都
奈
良
大
阪
か
ら
高
野
山
ま
で
赴
い
て
一
ヶ
月
を
共

に
過
ご
し
た
︒
こ
の
夏
︵
旅
行
中
に
明
治
天
皇
が
崩
御
し
︑
大
正
に
改
元
︶
に
近
畿
地
方
の
古
社
寺
︑

博
物
館
︑
コ
レ
ク
タ
ー
の
収
集
品
な
ど
を
見
て
回
っ
た
記
録﹃
二
府
四
県
﹄︵
挿
図
2
―
4
︶が
残
っ

て
お
り
︑
筆
者
は
そ
の
全
翻
刻
を
行
っ
た
︵
表
6
参
照
︶︒
そ
れ
に
は
︑
最
初
の
部
分
に
﹁
今
当

時
の
覚
書
に
よ
り
国
宝
お
よ
び
同
等
の
価
値
あ
り
と
認
む
る
も
の
の
中
︑
主
要
な
る
も
の
の
み
を

抜
粋
し
︑
已
往
の
研
究
の
手
に
し
得
た
る
も
の
を
参
照
し
︑
も
つ
て
報
告
と
な
す
﹂
と
︑﹁
既
往

の
研
究
の
手
に
し
得
た
も
の
﹂
を
参
照
し
た
と
記
し
て
お
り
︑
直
昭
自
身
の
解
釈
も
記
さ
れ
て
い

る
︒
た
と
え
ば
︑
挿
図
4
の
①
に
は
﹁︵
国
宝
帖
に
よ
る
︶﹂︑
同
②
に
は
﹁︵
此
点
国
宝
帖
記
載
と
予

の
記
憶
と
逆
也
尚
研
究
す
べ
し
︶﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
記
録
の
所
々
に
﹁
国
宝
帖
に
よ
れ

ば
﹂
と
い
う
メ
モ
を
沢
山
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
当
時
直
昭
が
﹃
国
宝
帖
﹄
を
教
科
書
の
よ
う

に
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
︒﹃
二
府
四
県
﹄
は
︑
内
容
的
に
は
学
生
の
見
学
調
査
の
際

の
メ
モ
の
域
を
大
き
く
出
る
も
の
で
は
な
い
が
︑
現
地
で
現
実
に
作
例
を
よ
く
観
察
し
て
つ
ぶ
さ

に
記
録
す
る
と
い
う
︑
今
な
お
つ
づ
く
基
本
的
な
美
術
史
研
究
の
方
法
が
研
究
の
基
礎
で
あ
る
こ

と
を
物
語
る
︒
直
昭
は
最
初
の
論
著
﹃
上
代
の
彫
刻
﹄
を
一
九
四
二
年
︵
昭
和
一
七
︶
に
出
版
し
た
︒

こ
れ
は
本
稿
﹁
三

上
野
直
昭
の
略
歴
﹂
に
お
い
て
述
べ
た
飛
鳥
園
の
仏
像
写
真
に
解
説
を
付
け

た
も
の
で
︑
内
容
は
九
州
帝
大
で
の
講
義
の
際
に
考
え
た
こ
と
が
元
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
が
︑

三
二

挿図 2 調査報告書『二府四県』表紙 東京芸術大
学美術学部近現代美術史・大学史研究センター所蔵

挿図 3 調査報告書『二府四県』旅程部分 東京芸術大学美術学部近現代美術史・大学史研究センター
所蔵
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若
い
時
代
に
近
畿
地
方
の
日
本
美
術
を
実
見
し
て
歩
い
た
こ
と
が
そ
の
基
礎
に
な
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
︒

ま
た
︑
ケ
ラ
ー
と
毎
週
一
︑
二
回
会
合
し
て
ケ
ラ
ー
の
美
術
研
究
の
手
伝
い
を
し
た
た
め
に
ド

イ
ツ
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
直
昭
の
ド
イ
ツ
語
は
︑
そ
の
後
欧
州
留
学
や
ベ
ル
リ
ン
大
学

で
の
講
義
お
よ
び
同
大
日
本
研
究
所
の
所
長
の
仕
事
︑
伯
林
日
本
古
美
術
展
覧
会
へ
の
派
遣
な
ど

の
際
に
非
常
に
役
に
立
っ
た
︒
資
料
中
に
ケ
ラ
ー
関
係
の
封
書
四
通
︑
葉
書
四
葉
が
遺
存
す
る

が
︑
直
昭
が
﹃
二
府
四
県
﹄
を
記
し
た
関
西
の
古
美
術
巡
り
を
二
人
で
し
た
あ
と
︑﹃
二
府
四
県
﹄

の
﹁
旅
程
﹂
に
よ
れ
ば
直
昭
は
そ
の
ま
ま
帰
京
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
︑
ケ
ラ
ー
は
京
都
で
電
車

を
乗
り
換
え
て
帰
京
し
︑
直
昭
は
神
戸
に
行
っ
た
こ
と
が
九
月
二
日
付
け
の
手
紙
よ
り
わ
か
る

︵
ケ
ラ
ー
書
簡
1
︶︒
ケ
ラ
ー
は
そ
の
後
一
九
一
五
年
︵
大
正
四
︶︵
ケ
ラ
ー
書
簡
2
︶︵
ケ
ラ
ー
書
簡

3
︶
お
よ
び
翌
年
に
は
上
海
に
行
き
︑﹁
ド
イ
ツ
農
業
お
よ
び
工
学
学
校
﹂
で
教
師
を
し
て
い
る
︒

﹁
書
生
で
あ
り
先
生
で
あ
る
ケ
ラ
ー
﹂
と
葉
書
に
あ
る
の
は
︑
ド
イ
ツ
語
を
直
昭
に
教
え
︑
日
本

語
を
彼
か
ら
習
っ
て
い
た
彼
ら
の
関
係
が
﹁
教
え
教
え
ら
れ
る
関
係
﹂
で
あ
っ
た
と
共
に
︑
上
海

で
教
師
を
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
︵
ケ
ラ
ー
書
簡
4
︶︒
ま
た
︑
一
九
二
四
年
に
は
ド
イ
ツ
の
グ

ミ
ュ
ン
ト
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
手
紙
が
届
い
て
お
り
︵
ケ
ラ
ー
書
簡
5
︶︑
翌
一
九
二
五
年
に
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
再
会
し
て
い
る
︒
一
九
三
〇
年
に
は
ケ
ラ
ー
は
南
ド
イ
ツ
の
田
舎
町
に
引
退

し
て
い
た
が
︑
一
緒
に
ラ
イ
ン
下
り
を
し
た
と
い
う
︒
最
後
に
会
っ
た
の
は
リ
ム
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・

デ
ア
・
ラ
ー
ン
︹Lim

burg an der lahn

︺
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
の
消
息
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
た

ら
し
い
︒
戦
後
︑
一
九
五
四
年
︵
昭
和
二
九
︶
の
明
記
の
あ
る
ポ
ズ
ナ
ー
と
い
う
人
物
か
ら
の
書

簡
に
︵
ケ
ラ
ー
書
簡
6
︶︑Philip K

eller

の
名
が
見
え
る
︒
こ
れ
に
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
名
刺
も
同

封
さ
れ
て
い
る
が
︑
ポ
ズ
ナ
ー
か
ら
の
手
紙
は
︑
ス
イ
ス
の
ル
ツ
ェ
ル
ン
に
住
む
︑
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ケ
ラ
ー
に
つ
い
て
直
昭
が
問
い
合
わ
せ
た
こ
と
へ
の
返
信
か
︑
ま
た
は
ポ
ズ
ナ
ー
か
ら
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
ケ
ラ
ー
と
い
う
人
物
を
紹
介
し
て
い
る
の
か
は
曖
昧
だ
が
︑
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
ア
ド
ル
フ

の
遺
族
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
︒
直
昭
自
身
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
︑
ア
ド
ル

フ
・
ケ
ラ
ー
は
︑
若
き
日
の
日
本
美
術
研
究
と
ド
イ
ツ
語
の
習
得
と
で
︑
直
昭
に
と
っ
て
思
い
出

深
い
と
共
に
意
義
深
い
人
物
で
あ
っ
た
︒

三
三

挿図 4 調査報告書『二府四県』記載部分 東京芸術大学美術学部近現代美術史・大学史研究センター
所蔵
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表 6 『二府四県美術調査報告（京都府、大阪府、兵庫県、滋賀県、奈良県、和歌山県）自明治四十五年七月二十四日至大正元年九月二日』
旅程の最後に、「今当時の覚書により国宝および同等の価値ありと認むるものの中、主要なるもののみを抜粋し、已往の研究の手にし得た
るものを参照し、もって報告となす」とある。（下記の旅程リストは、直昭によって書かれたものを筆者が簡略化したもの）
明治45年
7月24日 午後新橋発

25日 午前京都着 午後京都発神戸着
26日 午後御影に行き 家宝鑑賞の打ち合わせのため村山龍平氏訪問不在
27日 村山氏に電話にて都合を聞く
28日 午前村山氏訪問 家宝掛幅24点見る
29日 午前神戸発 午後姫路着 旧城内天守見る
30日 午前姫路発 網干に行き斑鳩寺を訪う 建物および掛幅を見る

大正元年
7月31日 京都へ。博物館へ。大喪のため 8月 4日まで閉館
8月 1日 亀岡（末吉）京都府技師訪問。太秦広隆寺、仁和寺へ。建物、宝物見る

2日 本願寺 銀閣寺など
3日 東山方面、粟田青蓮院、知恩院、豊国神社、蓮華王院、清水寺など
4日 北野神社 金閣寺
5日 博物館にて彫刻の研究。午後本願寺、六波羅蜜寺、愛宕念仏寺、建仁寺等の建物
6日 本願寺、午後博物館にて彫刻研究。六角堂
7日 博物館にて絵画25点
8日 博物館にて絵画21点
9日 大阪市上野理一邸訪問、絵画17点展観、夜京都へ戻る

10日 博物館絵画15点研究
11日 西村総左衛門氏邸にて絵画 2点を見、午後東寺（教王護国寺）に諸建築彫刻等を見、観智院にて什宝を見る
12日 京都博物館へ行き、絵画20点研究
13日 同じく博物館に行き絵画16点

14-15日 滋賀県比叡山および石山寺へ建築物研究
16日 午前博物館に行き絵画 8点、繍曼荼羅 1その他を研究し、午後八坂神社楼門を見る
17日 午前京都発、午後奈良県畝傍駅着、橿原神宮、久米寺、神武天皇御陵を見る
18日 午前畝傍駅発、五条駅下車、栄山寺八角堂研究。午後五条駅乗車和歌山県高野口駅下車、高野山に着 惠光院に宿す

19日 午前金剛三昧院にて多宝塔及襖絵研究、午後金剛峯寺襖絵、その大会堂内諸仏、不動堂及堂内彫刻、愛染堂内、金堂
内諸仏研究

20日 午前遍照光院、親王院宝什拝殿、午後金剛峯寺宝蔵内什宝、安養院に有志八幡講の絵画 3点、金剛三昧院多宝塔内仏像、
同院彫刻研究

21日 清浄心院で什宝、正智院、無量寿院、宝珠院に行く
22日 普門院、南院、宝亀院、西南院など訪問
25日 午前高野山発夕刻奈良着
26日 奈良帝国博物館にて彫刻陳列品直覧。絵画数点研究

27日 法隆寺金堂、宝蔵、夢殿、伝法堂、上御堂、西円堂などの内部秘仏像および中宮寺本尊如意輪観音および天寿国曼荼羅
拝観

28日 奈良博物館にて絵画22点研究
29日 奈良発 夕刻兵庫県神戸着

30-31日 休養

9月 1日 午前神戸発、午後宇治着。平等院鳳凰堂の内外および定朝作の阿弥陀像研究。宇治神社および宇治上神社の建築を見る。
夕刻京都着

2日 南禅寺小方丈および方丈拝観。下鴨神社外観を見て、同夜帰京。
この旅程に続いて、各日の調査の詳細な報告が述べられている

三
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ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
で
横
山
大
観
に
説
得
し
て
貰
お
う
と
し︶

47
︵

︑
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
彼
ら
が
当
初

あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
本
田
の
書
簡
︵
和
文
書
簡
4
︶
に
よ
り
わ
か
る︶

48
︵

︒

㈣

周
辺
美
術
家
・
美
術
史
家
・
音
楽
家
な
ど
と
の
交
流

直
昭
を
め
ぐ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
︑
当
時
の
美
術
行
政
お
よ
び
美
術
界
の
様
相
を
探

る
︒た

と
え
ば
︑
前
述
し
た
中
川
の
遺
稿
集
刊
行
計
画
に
つ
い
て
︑
一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
︶︑
文

部
省
の
丸
尾
彰
三
郎
か
ら
中
川
忠
順
が
亡
く
な
っ
た
た
め
︑
そ
の
遺
稿
集
を
編
む
件
で
京
城
帝
大

に
居
た
直
昭
に
来
た
手
紙
が
あ
る
︒
遺
稿
集
編
纂
の
色
々
な
ア
イ
デ
ア
や
具
体
的
な
資
金
の
こ
と

ま
で
書
か
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
何
故
か
こ
の
遺
稿
集
は
編
ま
れ
な
か
っ
た
︒
ま
た
︑
同

じ
頃
帝
大
の
友
人
の
福
井
利
吉
郎
か
ら
は
︑
中
川
亡
き
後
の
文
部
省
の
人
事
の
件
︵
藤
懸
静
也
に

決
ま
っ
た
こ
と
︶
な
ど
を
京
城
帝
大
の
直
昭
に
知
ら
せ
て
き
て
い
る
︒
未
確
認
で
あ
る
が
︑
安
田

靫
彦
︵
新
三
郎
︶
か
ら
の
書
簡
に
は
︑
あ
る
い
は
前
述
の
安
田
︑
小
林
︑
安
井
な
ど
が
美
校
教
授

と
な
る
件
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
︒

七

 

書
簡
に
見
る
直
昭
と
矢
代
幸
雄
︑
小
塚
新
一
郎
・
吉
川
逸
治
た
ち

と
の
関
係

本
節
は
︑
前
節
六
の
㈣
の
一
部
で
あ
る
が
︑
少
し
長
く
述
べ
る
た
め
に
一
節
を
設
け
る
こ
と
と

し
た
︒

直
昭
は
︑
元
美
校
教
授
で
の
ち
に
帝
国
美
術
院
付
属
美
術
研
究
所
︵
以
下
﹁
美
術
研
究
所
﹂︶
所

長
と
な
っ
た
矢
代
幸
雄︶

49
︵

と
の
関
係
が
深
く
︑
矢
代
か
ら
の
書
簡
は
︑
封
書
七
一
通
︑
お
よ
び
葉
書

一
七
葉
と
最
も
多
い
︒
一
高
︑
帝
大
の
同
窓
と
は
い
え
年
齢
は
八
歳
の
差
が
あ
る
︒
彼
ら
が
ど
の

よ
う
に
し
て
親
し
く
な
っ
た
の
か
興
味
を
引
か
れ
る
が
︑
矢
代
は
英
文
科
を
卒
業
し
て
大
学
院
で

は
美
学
に
籍
を
置
き
︑
当
時
美
学
研
究
室
の
副
手
だ
っ
た
直
昭
と
そ
こ
で
出
会
っ
た
︒
矢
代
の
言

に
よ
れ
ば
﹁
上
野
君
は
そ
の
頃
か
ら
お
や
じ
の
よ
う
な
気
の
す
る
親
し
む
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
か

ら
︑
私
は
す
っ
か
り
馴
染
ん
で
︑
始
終
そ
こ
︹
美
学
研
究
室
︺
に
入
り
び
た
﹂
り
︑
学
習
院
か
ら

同
研
究
室
に
入
っ
た
児
島
喜
久
雄
に
も
紹
介
さ
れ
た︶

50
︵

︒
そ
の
後
︑
長
ら
く
﹃
美
術
新
報
﹄
の
編
集

長
を
務
め
た
坂
井
犀
水
が
辞
め
た
の
で
︑
矢
代
は
児
島
︑
直
昭
と
共
に
数
ヶ
月
だ
け﹃
美
術
新
報
﹄

の
編
集
を
し
た︶

51
︵

︒
書
簡
か
ら
見
る
に
矢
代
は
直
昭
に
対
し
て
深
い
信
頼
と
尊
敬
を
寄
せ
て
お
り
︑

矢
代
の
書
簡
に
は
研
究
に
関
す
る
こ
と
や
人
事
︑
そ
の
他
趣
味
か
ら
仕
事
に
ま
で
お
よ
ぶ
広
い
範

囲
で
忌
憚
な
く
多
く
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
︒
彼
ら
の
求
め
る
﹁
研
究
世
界
﹂
の
片
鱗
が
窺
え

る
こ
と
も
推
測
さ
れ
︑
矢
代
か
ら
の
書
簡
を
詳
し
く
見
る
こ
と
は
︑
矢
代
と
い
う
美
術
史
家
を
研

究
す
る
上
に
お
い
て
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
︒
ま
た
︑
直
昭
自
身
は
籍
を
置
い
た
こ
と
は
な
い
が
︑

現
在
の
東
文
研
の
前
身
で
あ
る
美
術
研
究
所
に
関
す
る
話
題
も
散
見
さ
れ
︑
研
究
所
に
関
す
る
矢

代
の
考
え
な
ど
も
窺
え
る
可
能
性
が
あ
る
︵
和
文
書
簡
5
︑
6
︶︒

矢
代
は
イ
タ
リ
ア
美
術
史
を
研
究
し
︑
一
九
二
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
で﹃
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ
チ
チ
ェ

リ
︶
52
︵

﹄
を
刊
行
し
た
が
︑
の
ち
に
東
洋
美
術
史
の
研
究
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
矢
代
は
︑
師

の
イ
タ
リ
ア
美
術
史
研
究
者
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
レ
ン
ソ
ン
︵
一
八
六
五
―
一
九
五
九
︶
を
始
め
︑

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
東
洋
美
術
史
研
究
者
の
オ
ズ
ワ
ル
ド･

シ
レ
ン
︵
一
八
七
九
―
一
九
六
六
︶
や

ア
メ
リ
カ
の
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ･

ラ
ン
グ
・
フ
リ
ア︵
一
八
五
四
―
一
九
一
九
︶︑

大
英
博
物
館
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ビ
ニ
ヨ
ン
︵
一
八
六
九
―
一
九
四
三
︶︑
ベ
ル
リ
ン
の
東
ア
ジ
ア
美

術
館
初
代
館
長
の
オ
ッ
ト
ー
・
キ
ュ
ン
メ
ル
︵
一
八
七
四
―
一
九
五
二
︶
な
ど
海
外
の
美
術
関
係

者
や
研
究
者
達
と
の
交
友
も
多
く︶

53
︵

︑
国
際
的
に
活
躍
し
た
矢
代
と
の
交
流
は
︑
自
身
も
京
城
や
ベ

ル
リ
ン
に
お
い
て
国
際
的
な
活
動
を
し
た
直
昭
に
と
っ
て
学
窓
の
後
輩
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
い

繫
が
り
が
窺
え
る
︒

し
か
し
︑
一
高
を
中
退
し
て
書
店
を
営
ん
だ
岩
波
茂
雄
︵
一
八
八
一
―
一
九
四
六
︶
や
直
昭
が

美
校
校
長
で
あ
っ
た
頃
︑
隣
の
音
校
の
校
長
で
あ
っ
た
小
宮
豊
隆︵
一
八
八
四
―
一
九
六
六
︶な
ど
︑

友
人
に
つ
い
て
直
昭
の
随
筆
に
多
く
見
ら
れ
る
が
︑
矢
代
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
多
く
を
語
っ
て
い

な
い
︒
ま
た
矢
代
の
多
く
の
著
作
の
中
に
も
直
昭
の
名
は
︑
お
そ
ら
く
あ
ま
り
に
も
日
常
的
に
親

し
か
っ
た
た
め
な
の
か
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
︒
往
復
書
簡
で
は
な
い
の
で
︑
直
昭
が
ど
の
よ
う
な

手
紙
を
矢
代
に
書
い
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
︑
直
昭
資
料
中
の
矢
代
の
手
紙
か
ら
見
る
限

り
︑
矢
代
は
直
昭
に
対
し
て
驚
く
ほ
ど
素
直
で
甘
え
て
い
る
と
さ
え
見
え
る
︒
さ
ら
に
︑
彼
ら
の

関
係
の
上
に
小
塚
新
一
郎
と
吉
川
逸
治
兄
弟
が
加
わ
り
か
な
り
濃
密
と
も
い
え
る
関
係
が
築
か
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
︵
和
文
書
簡
7
︑
8
︶︒

小
塚
は
の
ち
に
直
昭
退
職
後
芸
大
の
第
二
代
目
学
長
と
な
り
︑
さ
ら
に
愛
知
芸
大
に
お
い
て
も

直
昭
の
次
の
学
長
に
就
任
し
て
い
る
︒
そ
の
弟
の
吉
川
逸
治
は
︑
矢
代
の
教
え
子
で
あ
り
フ
ラ
ン

三
六

            



東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
所
蔵
上
野
直
昭
資
料
に
つ
い
て

323

ス
に
留
学
し
た
︒
戦
後
︑
兄
の
小
塚
が
直
昭
の
軌
跡
を
辿
る
か
の
よ
う
に
芸
大
学
長
︑
愛
知
芸
大

学
長
と
な
っ
た
の
と
同
様
に
︑
吉
川
は
矢
代
の
軌
跡
を
辿
る
か
の
よ
う
に
︑
芸
大
教
授
と
な
り
そ

の
後
一
旦
東
大
教
授
と
な
っ
た
が
︑
定
年
後
は
矢
代
が
退
職
し
た
後
に
大
和
文
華
館
館
長
と
な
っ

て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
吉
川
逸
治
は
直
昭
の
長
女
マ
リ
子
と
結
婚
し
て
︑
直
昭
の
義
理
の
息
子
に

な
っ
た
︒
こ
の
よ
う
に
濃
密
な
関
係
が
こ
の
四
人
の
間
に
築
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒

直
昭
と
小
塚
の
関
係
は
︑
和
文
書
簡
5
︑
7
に
見
る
よ
う
に
︑
一
九
二
六
年
ベ
ル
リ
ン
に
い
る

直
昭
の
元
に
届
い
た
書
簡
に
お
い
て
︑
矢
代
が
小
塚
を
紹
介
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
︒
矢
代
が

大
森
の
自
宅
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
直
昭
に
送
っ
た
こ
の
手
紙
に
よ
る
と
︑
矢
代
は
︑
旧
知
の
小
塚
新

一
郎
が
ド
イ
ツ
に
留
学
す
る
の
で
︑
ド
イ
ツ
に
到
着
し
て
か
ら
の
当
面
の
世
話
を
直
昭
に
依
頼
し

て
い
る
︒
矢
代
の
手
紙
に
同
封
さ
れ
て
い
た
小
塚
の
手
紙
に
よ
れ
ば
︑
直
昭
が
ベ
ル
リ
ン
に
い
る

の
で
矢
代
に
紹
介
を
頼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
︒
そ
の
後
小
塚
は
ド
イ
ツ
で
教
育
学
と
哲
学
を
学
び
︑

博
士
号
を
取
得
し
て
帰
国
後
は
美
校
の
講
師
か
ら
教
授
へ
と
進
ん
で
い
く
︒
一
九
三
七
年
︵
昭
和

一
二
︶︑
美
校
が
ド
イ
ツ
人
哲
学
者
の
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
を
招
聘
し
て
講
演
を
し
た
際
小
塚
は
通

訳
と
翻
訳
を
行
っ
た
が︶

54
︵

︑
そ
の
後
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
書
の
翻
訳
出
版
に
関
す
る
書
簡
が
資
料
中

に
遺
存
す
る
︒

矢
代
が
最
初
に
小
塚
を
直
昭
に
紹
介
し
た
手
紙
に
は
︑
小
塚
を
﹁
東
京
女
子
大
に
居
た
小
塚
し

げ
子
﹂
の
兄
と
書
い
て
い
る
が
︑
直
昭
は
京
城
に
行
く
前
︑
東
京
女
子
大
に
お
い
て
教
鞭
を
執
っ

て
い
た
︒
そ
の
時
の
教
え
子
で
あ
ろ
う
か
︒
矢
代
か
ら
直
昭
へ
﹁
し
げ
子
の
母
は
私
に
と
っ
て
姉

の
よ
う
な
も
の
﹂
と
い
う
主
旨
の
メ
モ
が
残
っ
て
い
る
名
刺
が
送
ら
れ
て
い
る
が
︑
小
塚
し
げ
子

が
東
京
女
子
大
に
い
た
こ
と
が
直
昭
に
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
今
の
所
わ
か
ら
な
い
︒

八

お
わ
り
に

上
野
直
昭
は
︑
帝
大
で
大
塚
保
治
の
美
学
︑
関
野
貞
の
日
本
美
術
史
︑
美
術
史
家
の
岡
倉
天
心

―
中
川
忠
順
︑
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
美
学
者
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
な
ど
と
の
出
会
い
な
ど
を
通
じ
て
日

本
美
術
史
研
究
者
と
な
っ
た
︒
残
念
な
こ
と
に
直
昭
本
人
の
絵
巻
そ
の
他
の
日
本
美
術
研
究
が
今

日
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
︑
彼
が
残
し
た
大
塚
保
治
や
中
川
忠
順
な

ど
の
多
く
の
受
講
ノ
ー
ト
か
ら
は
︑
大
塚
や
中
川
の
研
究
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
か
︑
当

時
の
美
学
や
美
術
史
の
学
問
の
状
況
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
︒
芸
術
大
学
の
運
営
や

教
育
者
と
し
て
の
面
を
取
り
上
げ
ら
れ
が
ち
な
直
昭
の
学
者
と
し
て
の
業
績
の
一
つ
と
捉
え
て
も

良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

ま
た
︑
本
資
料
に
よ
り
直
昭
の
周
り
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
明
ら
か
と
な

り
︑
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
日
本
美
術
史
学
お
よ
び
美
術
行
政
の
一
側
面
を
検
証
す
る
手
が

か
り
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
︑
本
資
料
が
様
々
な
分
野
に
資
す
る
可
能
性
が
窺
え
る
︒
こ
う

し
た
点
か
ら
︑
京
城
帝
大
︑
美
校
︑
東
京
芸
大
と
い
っ
た
校
史
に
果
た
し
た
直
昭
の
役
割
を
検
証

し
得
る
の
み
な
ら
ず
︑
戦
前
か
ら
戦
後
の
美
術
史
学
や
美
術
行
政
な
ど
を
含
む
美
術
界
の
様
相
を

研
究
す
る
上
で
参
考
資
料
と
し
て
の
価
値
は
高
い
と
言
え
よ
う
︒

註︵
1
︶ 

現
在
東
京
芸
術
大
学
は
﹁
東
京
藝
術
大
学
﹂
と
称
し
て
い
る
が
︑
一
九
四
九
年
上
野
直
昭
が
学

長
に
な
っ
た
際
に
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
大
学
の
名
称
は
﹁
東
京
芸
術
大
学
﹂
で
あ
り
︑
公
文
書

で
は
今
な
お
﹁
東
京
芸
術
大
学
﹂
で
あ
る
︒
ま
た
︑
著
者
も
編
集
執
筆
を
担
当
し
た
﹃
東
京
芸
術

大
学
百
年
史
﹄︵
全
一
二
巻
︶
の
タ
イ
ト
ル
も
﹁
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
﹂
で
あ
る
た
め
︑
本
稿

で
は
﹁
東
京
芸
術
大
学
﹂
で
進
め
る

︵
2
︶ 

﹁
東
京
芸
術
大
学
大
学
開
学
式
学
長
式
辞
﹂﹃
東
京
芸
術
大
学
百
年
史

大
学
篇
﹄
ぎ
ょ
う
せ

い

平
成
二
〇
〇
三
年
三
月

一
三
四
―
一
三
六
頁
︒
特
に
一
三
五
頁
上
段
か
ら
下
段
に
か
け
て

﹁
従
来
大
學
と
い
へ
ば
学
術
の
研
究
が
主
で
あ
つ
て
藝
術
方
面
は
顧
み
ら
れ
ず
僅
か
に
こ
の
二
校

が
専
門
学
校
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま
し
た
︒︵
中
略
︶
吾
国
文
化
運

動
を
指
導
す
べ
き
人
物
の
養
成
﹂
を
目
指
し
︑﹁
専
門
学
校
で
は
主
と
し
て
技
術
の
修
練
を
中
心

と
し
て
教
育
さ
れ
ま
し
た
が
︑
大
学
に
於
て
は
一
般
の
教
養
を
高
め
つ
ゝ
人
間
性
の
基
礎
の
上
に

技
術
の
縕
奥
が
極
め
ら
れ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
ま
た
︑﹁
芸
術
学
科
の
発
足
﹂︵﹃
東
京
芸
術
大

学
百
年
史

美
術
学
部
篇
﹄
ぎ
ょ
う
せ
い

平
成
二
〇
〇
三
年
一
一
月

二
七
―
四
一
頁
︶
に
お

い
て
も
直
昭
が
﹁
実
技
・
理
論
兼
備
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
同
科
の
設
置
に
情
熱
を
注
ぎ
︑

設
置
が
実
現
し
た
こ
と
に
大
変
誇
り
を
持
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
﹂
と
し
て
い
る

︵
3
︶ 
﹁
東
京
芸
術
大
学
大
学
設
置
認
可
申
請
書
﹂
関
係
書
類

前
掲
註
2
﹃
大
学
篇
﹄
五
―
一
三
三
頁

︵
4
︶ 
﹃
東
京
芸
術
大
学
百
年
史

東
京
美
術
学
校
篇
﹄
第
三
巻

九
八
二
―
九
八
四
頁
︑
同
巻
別
巻

上
野
直
昭
﹃
上
野
直
昭
日
記
﹄
両
著
と
も

ぎ
ょ
う
せ
い 

一
九
九
七
年
三
月

︵
5
︶ 

安
松
み
ゆ
き
﹁
資
料
紹
介

ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
日
本
古
美
術
展
覧
会
﹂﹃
美
術
史
﹄
第
一
四

七
号

一
九
九
九
年
一
〇
月

一
二
四
―
一
三
七
頁
︑﹁
一
九
三
九
年
の
伯
林
日
本
古
美
術
展
覧

会
と
東
洋
美
術
協
会
:
伯
林
日
本
古
美
術
展
覧
会
の
背
景
に
つ
い
て
の
一
考
察
﹂︵
発
表
要
旨
︶﹃
別

三
七

            



美

術

研

究

四

三

五

号

324

府
大
学
ア
ジ
ア
歴
史
文
化
研
究
所
報
﹄
一
八

二
〇
〇
〇
年
三
月

九
一
―
九
一
︑﹁
美
術
史
家

上
野
直
昭
と
ベ
ル
リ
ン
の﹃
日
本
研
究
所 Japaninstitut

﹄の
活
動
を
め
ぐ
っ
て
﹂﹃
別
府
大
学
紀
要
﹄

第
四
三
号

二
〇
〇
一
年
一
二
月

一
一
一
―
一
二
六
頁

︵
6
︶ 
우
에
노 

나
오
테
루
﹃
미
학
개
론
﹄
서
울
대
학
교 

출
판
부 

二
〇
一
三
年
︵
上
野
直
昭
﹃
美
学
概
論
﹄

ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部

二
〇
一
三
年
︶

︵
7
︶ 

上
野
直
昭
﹃
邂
逅
﹄
岩
波
書
店

昭
和
四
四
年
︵
一
九
六
九
︶
三
月

︵
8
︶ 

二
〇
〇
六
年
七
月
二
日
︑
京
都
国
立
近
代
美
術
館
に
お
い
て
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
芸
術
学
会
に
お

い
て
︑
神
林
恒
道
氏
が
﹁
上
野
直
昭
美
学
講
義
ノ
ー
ト
を
め
ぐ
っ
て
﹂
と
い
う
題
目
の
講
演
を
行

っ
た
︒
こ
れ
は
︑
ア
ジ
ア
芸
術
学
会
が
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
四
年
間
︑
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

︵
Ｂ
︶
と
し
て
交
付
さ
れ
た
研
究
課
題
︵
課
題
番
号

一
八
三
二
〇
〇
三
五
︶﹁
ア
ジ
ア
的
美
意
識

と
は
何
か
﹂︵
研
究
代
表
者

神
林
恒
道
︶
の
一
環
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
神
林
氏
に
電
話
で

元
の
原
稿
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
が
︑
す
ぐ
に
思
い
出
せ
な
い
の
で
手
紙
で
問
い
合
わ
せ
る
よ
う

に
と
の
お
返
事
で
あ
っ
た
た
め
︑
手
紙
を
送
っ
た
が
返
事
は
な
か
っ
た
︒
元
の
原
稿
は
現
在
も
所

在
を
確
認
中
で
あ
る

︵
9
︶ 

東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
育
資
料
編
纂
室
︵
以
下
﹁
編
纂
室
﹂
と
す
る
︶
は
︑
一
九
六
四
年
︑

美
術
学
部
に
お
い
て
﹁
紀
要
﹂
編
集
を
主
に
東
京
美
術
学
校
・
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
の
沿
革

史
編
纂
を
も
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
︑
学
内
措
置
で
芸
術
学
科
内
に
設
置
さ
れ
た
︒
そ
の
後
︑

東
京
芸
術
大
学
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
百
年
史
を
編
纂
す
る
に
あ
た
り
紀
要
編
集
と
は

仕
事
内
容
が
分
離
さ
れ
た
が
︑
一
九
九
七
年
ま
で
は
同
じ
室
で
紀
要
お
よ
び
百
年
史
編
纂
が
行
わ

れ
て
い
た
︒
一
九
九
七
年
︑
紀
要
編
集
と
は
部
屋
も
分
離
さ
れ
︑
二
〇
〇
三
年
に
百
年
史
の
全
刊

行
を
完
了
し
た
︒
そ
の
後
も
編
纂
室
は
存
続
し
て
美
術
学
部
の
沿
革
に
関
す
る
史
料
の
調
査
︑
蒐

集
︑
整
理
︑
研
究
を
続
け
て
い
た
が
二
〇
二
〇
年
三
月
末
日
︑
五
六
年
間
の
歴
史
を
閉
じ
た

︵
10
︶ 

二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
︑
編
纂
室
の
資
料
を
母
体
と
し
た
﹁
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
近
現
代

美
術
史
・
大
学
史
研
究
セ
ン
タ
ー
﹂︵G

eidai A
rchives C

enter of M
odern A

rt 

通
称G

AC
M

A
︶

と
し
て
設
置
さ
れ
︑
大
学
の
組
織
に
正
式
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
︒
し
た
が
っ
て
︑
現
在
資
料
は

﹁G
AC

M
A

﹂
が
保
管
し
て
い
る
が
︑
本
稿
で
は
編
纂
室
の
名
称
を
用
い
る

︵
11
︶ 

吉
川
道
子
氏
は
︑
西
洋
美
術
史
家
吉
川
逸
治
の
長
女
︒
吉
川
逸
治
︵
一
九
〇
八
―
二
〇
〇
二
︶

は
︑
上
野
直
昭
の
長
女
マ
リ
子
の
夫
︒
東
京
美
術
学
校
講
師
︑
東
京
芸
術
大
学
教
授
︑
東
京
大
学

教
授
︑
大
和
文
華
館
館
長
な
ど
歴
任
︒
東
京
美
術
学
校
教
授
︑
東
京
芸
術
大
学
教
授
︑
東
京
芸
術

大
学
学
長
︑
愛
知
県
立
芸
術
大
学
学
長
を
歴
任
し
た
小
塚
新
一
郎
︵
一
九
〇
三
―
一
九
七
七
︶
は

兄
︒
中
国
文
学
者
で
京
都
大
学
教
授
で
あ
っ
た
吉
川
幸
次
郎
︵
一
九
〇
四
―
一
九
八
〇
︶
は
従
兄

︵
12
︶ 

橋
本
久
美
子
﹁
田
中
ひ
さ
資
料
紹
介

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
勤
し
ん
だ
東
京
音
楽
学
校
の
先
輩

達
①
﹂
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー

エ
ッ
セ
イ
﹁
つ
な
が
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
﹂
第
一
三
回

二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日 upload

https://w
w

w.pac.geidai.ac.jp/post/
essay12

︵
13
︶ 

ア
ー
カ
イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
︑
音
楽
学
部
の
大
学
史
史
料
室
お
よ
び
美
術
学
部
の
編
纂
室
の

み
な
ら
ず
︑
二
〇
一
一
年
―
二
〇
一
六
年
の
五
年
間
に
わ
た
る
芸
大
全
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
︑
芸
術
情
報
セ
ン
タ
ー
︑
美
術
館
︑
図
書
館
を
始
め
多
く
の
部
署
が
参
加
し
て
様
々
な
メ
ン
バ

ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
︒
し
た
が
っ
て
︑
編
纂
室
に
勤
務
し
て
い
た
筆
者
も
当
時
勤
務
し

て
い
た
坂
口
英
伸
も
特
別
研
究
員
を
兼
任
し
た

︵
14
︶ 

二
〇
一
八
年
六
月
︑
吉
田
千
鶴
子
急
逝

︵
15
︶ 

二
〇
一
七
年
一
〇
月
七
日
―
二
一
日
︑
東
京
芸
術
大
学
の
一
三
〇
周
年
を
記
念
す
る
一
連
の
行

事
の
一
つ
と
し
て
開
か
れ
た
茶
会
︵
本
席
は
正
木
記
念
館
︶
の
待
合
と
し
て
使
用
さ
れ
た
陳
列
館

二
階
に
お
い
て
︑
第
五
代
東
京
美
術
学
校
校
長
正
木
直
彦
お
よ
び
彼
を
顕
彰
し
て
建
て
ら
れ
た
正

木
記
念
館
に
関
す
る
資
料
展
示
﹃
そ
れ
ゆ
え
に
藝
大
茶
会
記
念
展
示
﹄︵
企
画

美
術
学
部
教
育

資
料
編
纂
室

展
示
:
大
西
純
子
・
浅
井
ふ
た
ば

年
譜
・
解
説
:
大
西
純
子

空
間
デ
ザ
イ
ン
:

橋
本
和
幸
／
本
学
デ
ザ
イ
ン
科
教
授
﹁
挟
み
込
み
記
事
﹂
編
集
責
任
＋
監
修
松
下
計
﹃G

EID
A

I 
C

H
A

K
A

I 2017 

藝
大
茶
会

そ
れ
ゆ
え
に
﹄
藝
大
茶
会
実
行
委
員
会
／
東
京
芸
術
大
学
美
術
学

部

二
〇
一
九
年
三
月
︶
を
行
っ
た

︵
16
︶ 

上
野
資
料
の
寄
贈
が
あ
っ
た
二
〇
一
五
年
七
月
に
︑
旧
芸
術
資
料
館
の
老
朽
化
お
よ
び
現
在
の

図
書
館
Ｂ
棟
へ
の
建
て
替
え
の
た
め
に
︑
旧
芸
術
資
料
館
二
階
︵
元
の
平
櫛
田
中
記
念
室
︶
か
ら

大
学
会
館
二
階
の
大
集
会
所
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
も
ろ
と
も
に
移
り
︑
そ
の
後
二
〇
一
八
年
七
月

に
再
度
正
木
記
念
館
一
階
に
移
動
し
た
︒
膨
大
な
資
料
の
移
動
お
よ
び
そ
の
後
の
整
理
を
し
な
が

ら
寄
贈
資
料
の
整
理
を
行
っ
た
︒
現
在
︑
編
纂
室
の
居
室
だ
っ
た
正
木
記
念
館
一
階
はG

AC
M

A

が
継
承
し
て
い
る

︵
17
︶ 

書
簡
に
つ
い
て
は
数
が
多
く
︑
ま
た
消
印
の
部
分
が
切
り
取
ら
れ
て
い
て
不
明
な
も
の
が
多
か

っ
た
︒
従
来
筆
者
が
整
理
す
る
際
に
は
︑
書
簡
は
氏
名
の
五
十
音
順
に
配
列
し
︑
さ
ら
に
各
人
の

書
簡
を
年
月
日
順
に
配
列
し
︑
可
能
で
あ
れ
ば
各
手
紙
の
内
容
を
簡
単
に
備
考
に
記
し
て
お
く

が
︑
直
昭
資
料
に
つ
い
て
は
時
間
的
な
制
約
が
多
く
︑
今
回
は
そ
の
よ
う
な
整
理
を
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
に
︑
書
簡
の
分
類
お
よ
び
目
録
は
従
来
の
形
式
と
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ

た
︒
将
来
︑G

AC
M

A

の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
整
備
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
思
う

︵
18
︶ 
書
簡
は
資
料
が
寄
贈
さ
れ
た
段
階
で
︑
前
掲
註
13
の
坂
口
英
伸
と
筆
者
が
概
数
を
数
え
た
際
に

は
︑
封
筒
の
み
の
も
の
も
含
め
て
五
六
〇
〇
通
ほ
ど
で
あ
っ
た
︒
吉
田
は
書
簡
の
総
数
を
数
え
て

い
な
い
の
で
﹁
六
五
〇
〇
通
﹂
と
書
い
て
い
る
の
は
︵﹁
引
退
に
際
し
て
一
言
﹂﹃
東
京
藝
術
大
学

美
術
学
部
杜
の
会
会
報
﹃
杜
﹄
四
三
号

二
〇
一
七
年
一
二
月

一
三
頁
︶︑
数
字
の
聞
き
違
い
︑

も
し
く
は
記
憶
違
い
に
よ
る
誤
り
で
あ
る

三
八

            



東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
所
蔵
上
野
直
昭
資
料
に
つ
い
て

325

︵
19
︶ 

留
学
中
に
教
授
を
被
命
︒
帰
国
は
一
九
二
七
年

︵
20
︶ 

前
掲
註
7

三
五
一
頁

︵
21
︶ 
前
掲
註
7

七
四
頁

︵
22
︶ 
前
掲
註
7

三
二
九
頁

︵
23
︶ 

直
昭
の
実
家
は
鎌
倉

︵
24
︶ 

前
掲
註
7

七
一
頁
﹁
其
時
は
常
に
平
子
鐸
嶺
の
瘠
せ
た
姿
と
︑
太
つ
た
︑
相
撲
の
や
う
な
新

海
竹
太
郎
と
の
間
に
︑
小
柄
な
先
生
を
見
た
︒
先
生
一
人
の
散
歩
を
見
か
け
た
記
憶
は
な
い
﹂︑

三
三
〇
頁
﹁
只
夏
は
鎌
倉
に
避
暑
さ
れ
︑
時
々
海
岸
を
散
歩
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
か
け
た
︒
痩
せ

た
平
子
鐸
嶺
と
太
っ
た
新
海
竹
太
郎
と
共
に
︑
先
生
の
小
柄
の
軀
を
見
た
の
が
眼
に
浮
ぶ
︒﹂

法
隆
寺
非
再
建
論
者
と
し
て
名
が
残
る
仏
教
美
術
研
究
者
の
平
子
尚
︵
鐸
嶺
︶
に
つ
い
て
は
︑

早
世
し
た
た
め
か
あ
ま
り
具
体
的
な
資
料
が
遺
存
し
て
い
な
い
が
︑
以
下
の
著
作
か
ら
あ
る
程
度

知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
平
子
鐸
嶺
著

中
川
忠
順
︑
黒
板
勝
美
︑
稲
葉
君
山
編
﹃
佛
教
藝
術
の
研

究
﹄
三
星
社

一
九
二
三
年
に
掲
載
さ
れ
た
追
悼
文
︑
平
子
鐸
嶺
著
・
平
子
恵
美
編
﹃
増
訂

佛

教
藝
術
の
研
究
﹄国
書
刊
行
会

一
九
七
六
年
︑
野
田
允
太﹃
鐸
嶺
平
子
尚
先
生
著
作
年
表
・
略
歴
﹄

癸
丑
会

一
九
七
四
年
︒
な
お
︑
拙
稿
﹁
関
野
貞
と
東
京
美
術
学
校

㈢

平
子
鐸
嶺
﹂﹃
関
野

貞
ア
ジ
ア
踏
査
﹄
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

二
〇
〇
五
年
六
月

一
三
七
―
一
三
八
頁
で
は
︑

関
野
貞
そ
の
他
当
時
の
建
築
史
家
︑
美
術
史
家
た
ち
と
の
関
係
を
︑
拙
稿
﹁
中
国
旅
行
の
日
記
に

つ
い
て
﹂﹃
関
野
貞
日
記
﹄
関
野
貞
研
究
会
編

中
央
公
論
美
術
出
版
社

二
〇
〇
九
年

七
七

三
―
七
七
八
頁
に
お
い
て
は
︑
関
野
貞
や
塚
本
靖
と
共
に
一
九
〇
六
年
に
中
国
で
調
査
を
行
っ
た

際
の
こ
と
を
述
べ
た

︵
25
︶ 

二
〇
一
九
年
五
月
三
一
日
開
催
︑
文
化
財
情
報
資
料
部
研
究
会
﹁
資
料
紹
介

東
京
文
化
財
研

究
所
架
蔵

平
子
鐸
嶺
自
筆
ノ
ー
ト
類
に
つ
い
て
―
﹂
発
表
者

津
田
徹
英
︵
青
山
学
院
大
学
︶

https://w
w

w.tobunken.go.jp/m
aterials/katudo/817156.htm

l

︵
26
︶ 

前
掲
註
7

三
四
四
頁
―
三
四
五
頁

関
野
貞
の
講
義
は
︑
直
昭
の
友
達
で
あ
る
和
辻
哲
郎
も

﹃
古
寺
巡
礼
﹄
岩
波
文
庫

一
九
八
五
年
五
月

四
一
頁
に
﹁
講
義
の
時
関
野
博
士
は
こ
の
像
を

天
平
仏
と
︙
﹂
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
聴
講
し
た
よ
う
だ
が
︑
和
辻
に
と
っ
て
は
﹁
古
美
術
の
研

究
は
自
分
に
は
わ
き
道
﹂
だ
っ
た
よ
う
だ
︒︵﹃
同
﹄
二
五
頁
︶

︵
27
︶ 

前
掲
註
7

一
二
八
頁
︒
そ
の
他
岡
倉
と
中
川
と
の
思
い
出
に
関
し
て
は
︑
同
著
の
﹁
岡
倉
天

心
回
顧
﹂︑﹁
中
川
忠
順
先
生
追
憶
﹂
一
二
五
―
一
四
七
頁
に
詳
し
い

︵
28
︶ 

前
掲
註
7

三
四
五
頁

︵
29
︶ 

前
掲
註
7

三
四
五
頁

︵
30
︶ 

前
掲
註
7

三
四
五
頁

岡
倉
と
中
川
の
関
係
に
つ
い
て
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
︑

﹁
あ
る
時
新
海
竹
太
郎
さ
ん
が
私
に
言
ひ
ま
し
た
︒
岡
倉
さ
ん
の
講
義
は
中
川
が
下
し
ら
べ
を
す

る
﹂
前
掲
註
7
一
三
八
頁
︑﹁
此
中
川
さ
ん
が
︑
天
心
先
生
と
直
接
如
何
な
る
関
係
が
あ
つ
た
か
は
︑

私
は
存
じ
ま
せ
ん
が
︑
新
海
さ
ん
の
話
は
︑
ほ
ん
た
う
の
話
と
思
は
れ
ま
す
か
ら
︑
そ
れ
だ
け
で

も
︑
か
な
り
信
頼
さ
れ
た
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
り
ま
す
し
︑
大
學
の
講
義
も
此
人
に
譲
り
︑

ボ
ス
ト
ン
の
仕
事
も
若
干
中
川
先
生
が
継
が
れ
て
い
た
の
で
す
か
ら
︑
お
互
に
よ
く
理
解
し
て
居

ら
れ
た
こ
と
で
せ
う
﹂﹃
同
﹄一
三
九
頁
︑﹁
天
心
と
中
川
と
の
関
係
は
︑
浅
く
は
無
か
つ
た
ら
し
く
︑

後
任
と
し
て
の
推
薦
も
其
故
で
あ
つ
た
ら
う
﹂﹃
同
﹄
三
四
五
頁
と
あ
る
︒
ま
た
︑
岡
倉
が
亡
く

な
っ
た
直
後
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
館
長
の
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
か
ら
早
崎
稉
吉
へ
送
ら
れ
た
返
信

に
︑
中
川
に
つ
い
て
﹁
岡
倉
も
跡
を
継
ぐ
こ
と
を
望
ん
で
い
た
と
思
う
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
︵
拙

稿
﹁
早
崎
稉
吉
の
活
動
に
つ
い
て
ー
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
岡
倉
覚
三
蒐
集
中
国
彫
刻
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
中
心
と
し
て
﹂
注
五
六

M
U

SEU
M

六
五
六
号

二
〇
一
五
年 

参
照
︶︒
以
上
の
よ
う
に

か
な
り
の
信
頼
関
係
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

︵
31
︶ 

前
掲
註
7

一
四
四
―
一
四
五
頁

︵
32
︶ 

前
掲
註
7

一
四
六
頁

︵
33
︶ 

本
資
料
整
理
中
に
着
手
し
︑
翻
刻
が
あ
る
程
度
終
わ
っ
た
ノ
ー
ト
は
二
冊
の
み
︒
田
中
潤
に
よ
る

︵
34
︶ 

前
掲
註
7

一
二
九
頁
︒﹁
恰
度
そ
の
頃
︑
東
京
大
学
で
も
日
本
美
術
史
と
い
ふ
も
の
が
︑
研

究
題
目
と
し
て
意
識
に
の
ぼ
つ
て
来
た
﹂﹁
そ
れ
ま
で
も
︑
工
科
大
学
の
関
野
博
士
が
︑
文
科
の

学
生
の
為
め
に
建
築
史
を
主
と
す
る
美
術
史
の
講
義
を
し
て
﹂
い
た
が
︑﹁
文
科
の
方
に
は
専
門

家
は
無
く
︑
美
学
の
講
座
に
附
随
し
て
︑
時
々
大
塚
教
授
が
西
洋
の
文
芸
美
術
の
講
義
を
し
て
﹂

い
た

︵
35
︶ 

拙
稿
﹁
関
野
貞
と
日
本
美
術
史
﹂
前
掲
註
24
﹃
関
野
貞
ア
ジ
ア
踏
査
﹄
東
京
大
学
総
合
研
究
博

物
館

二
〇
〇
五
年
六
月

九
六
―
九
七
頁

︵
36
︶ 

林
み
ち
こ
﹁
2

英
文
版
﹃
国
宝
﹄ Japanese Tem

ples and Th
eir Treasures, 1910 

と
岡
倉
覚

三
﹂﹃
平
成
二
九
年
度

筑
波
大
学
芸
術
系
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
領
域
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

報
告
書 Japanese Tem

ples and Th
eir Treasures 1910 “Part 2, Sculpture, painting and Allied 

Arts-G
eneralO

utline”

文
体
の
考
察
と
試
訳

vol.1

﹄ 

筑
波
大
学
芸
術
系

林
研
究
室

二
〇
一

八
年
三
月
﹄
林
み
ち
こ
氏
に
よ
れ
ば
︑
英
文
と
和
文
に
よ
る
日
英
博
覧
会
の
図
録
は
ほ
ぼ
同
時

に
出
版
さ
れ
︑
岡
倉
の
英
語
の
講
演
を
ウ
ォ
ー
ナ
ー
が
速
記
し
た
も
の
で
あ
り
︑
和
文
は
英
文
よ

り
は
か
な
り
簡
略
な
文
体
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
︑
中
川
や
平
子
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る

︵
37
︶ 
林
み
ち
こ
﹁
1
.
研
究
の
概
要
と
本
報
告
の
構
成
﹂﹃
平
成
三
〇
年
度
研
究
報
告
書 Japanese 

Tem
ples andT

heir Treasures, 1910 “Part 2 . Sculpture, Painting and Allied Arts-G
eneral 

O
utline”

文
体
の
考
察
と
試
訳

vol.2 

﹄
筑
波
大
学
芸
術
系

林
研
究
室

二
〇
一
八
︑﹁
1
.

試
訳
の
完
成
に
寄
せ
て
﹂﹃
令
和
元
年
度
研
究
報
告
書 Japanese Tem

ples and. Th
eir Treasures, 

三
九

            



美

術

研

究

四

三

五

号

326

1910 “Part 2 . Sculpture, Painting and Allied Arts-G
eneral O

utline”

文
体
の
考
察
と
試
訳 

vol.3

﹄
筑
波
大
学
芸
術
系

林
研
究
室

二
〇
一
九

︵
38
︶ 
筆
者
は
前
掲
註
35
に
お
い
て
︑
和
文
﹃
国
宝
帖
﹄
の
構
成
全
体
を
岡
倉
が
為
し
た
も
の
と
考
え

た
が
︑
前
掲
註
36
︑
37
の
林
み
ち
こ
氏
論
文
か
ら
新
た
な
知
見
を
得
︑
全
体
を
岡
倉
が
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
と
再
認
識
し
た

︵
39
︶ 

前
掲
註
7

七
五
頁
﹁
生
涯
の
内
随
分
多
く
の
先
生
か
ら
︑
様
々
の
講
義
を
き
い
た
し
︑
其
内

二
三
の
先
生
の
夫
れ
は
︑
今
尚
ほ
感
謝
と
感
激
と
を
以
て
想
出
す
こ
と
が
屢
々
あ
る
が
ー
東
京
帝

国
大
学
に
於
け
る
岡
倉
天
心
︑
中
川
忠
順
︑
伯
林
大
学
に
於
け
る
エ
ト
ム
ン
ト
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン

ト
ー
大
塚
先
生
の
場
合
も
其
一
つ
で
あ
り
︑
其
始
め
で
も
あ
つ
た
︒
今
日
回
想
し
て
︑
夫
れ
が
ど

れ
だ
け
私
自
身
の
血
と
な
り
肉
と
な
つ
た
か
は
︑
明
ら
か
に
は
分
ら
な
い
が
︑
あ
る
方
向
を
つ
け

ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
︑
大
体
に
於
て
其
方
向
に
私
も
進
ん
で
来
た
と
思
つ
て
ゐ
る
︒﹂
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
︑
帝
大
に
お
け
る
大
塚
︑
岡
倉
︑
中
川
と
共
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
お
い
て
ヒ

ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る

︵
40
︶ 

前
掲
註
7

一
一
―
一
二
頁
︑
六
一
頁
︒
こ
こ
に
見
え
る
古
社
寺
保
存
会
に
関
係
し
て
い
た

﹁
伯
父
﹂
と
は
︑
九
鬼
隆
一
の
こ
と

︵
41
︶ 

田
村
寛
貞

前
掲
註
7

二
六
七
頁
に
︑
帝
大
の
リ
プ
ス
会
と
い
う
美
学
の
研
究
会
の
メ
ン
バ

ー
で
︑﹁
学
習
院
か
ら
来
て
美
学
で
論
文
を
書
い
た
﹂
と
あ
る
︒
田
村
は
︑
陸
軍
少
将
の
息
子
で

学
習
院
出
身
︒
志
賀
直
哉
︑
有
島
生
馬
︑
柳
谷
午
郞
︑
木
下
利
玄
な
ど
と
共
に
倹
遊
会
︵
の
ち
に

睦
友
会
と
な
る
︶に
属
し
て
お
り
︑
中
学
時
代
に
は
と
て
も
親
し
か
っ
た
こ
と
が
︑
生
井
知
子﹁
志

賀
直
哉
年
譜
考
﹂︵﹃
同
志
社
女
子
大
学

日
本
語
日
本
文
学
﹄
1
―
一
三

二
〇
〇
六
―
二
〇
一

八
︶
に
見
え
る
︒
な
お
︑
生
井
氏
の
本
稿
は
二
〇
二
一
年
現
在
継
続
刊
行
さ
れ
て
い
る
︒
田
村
は
︑

一
高
か
ら
帝
大
に
進
み
︑
音
校
教
授
と
な
っ
た
︒
の
ち
に
葉
書
︵
ケ
ラ
ー
書
簡
2
︶
に
見
え
る
柳

谷
午
郞
は
︑
枢
密
顧
問
官
柳
谷
謙
太
郎
の
四
男
︒
正
金
銀
行
に
勤
め
︑
海
外
勤
務
も
多
か
っ
た

︵
42
︶ 

前
掲
註
7

三
四
三
―
三
四
四
頁

︵
43
︶ 

田
代
裕
一
朗

発
表
﹁
上
野
直
昭
資
料
か
ら
発
見
さ
れ
た
高
裕
燮
直
筆
原
稿
に
つ
い
て
﹂
二

〇
二
一
年
一
月
二
七
日

於
・
東
京
文
化
財
研
究
所
文
化
財
情
報
資
料
部

︵
44
︶ 

前
掲
註
4

九
六
七
―
九
八
四
頁
参
照

︵
45
︶ 

前
掲
註
44

九
七
七
頁
上
段

︵
46
︶ 

本
田
弘
人

文
部
書
記
官
の
ち
に
熊
本
大
学
第
二
代
学
長

昭
和
三
四
年
︒
永
井
専
門
局
長
と

は
永
井
浩
の
こ
と
参
考
文
献
:
金
子
淳
﹃
博
物
館
の
政
治
学
﹄
青
弓
社 

二
〇
〇
一
年

︵
47
︶ 

前
掲
註
7

三
〇
九
―
三
一
〇
頁

︵
48
︶ 

大
塚
稔
か
ら
直
昭
へ
の
和
文
書
簡
﹁
書
簡
1
﹂
は
︑
故
吉
田
千
鶴
子
が
直
昭
資
料
か
ら
発
見
し

た
も
の
で
あ
り
︑
前
掲
註
18
﹃
杜
﹄
四
三
号

一
三
頁
に
お
い
て
︑
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
︒﹁
校
長
就
任
の
経
緯
に
つ
い
て
は
︑
一
抹
の
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
評
論
家
横
川
毅
一
郎
の

説
を
引
用
し
た
︒
と
こ
ろ
が
上
野
史
料
中
の
大
塚
稔
書
簡
は
ま
さ
に
横
山
大
観
の
懇
請
を
直
昭
に

伝
え
た
た
め
に
書
い
た
も
の
で
あ
っ
て
︑
横
川
の
説
の
正
し
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
の
で
あ

る
︒﹂

︵
49
︶ 

矢
代
幸
雄
︵
一
八
九
〇
―
一
九
七
五
︶
横
浜
に
生
ま
れ
る
︒
第
一
高
等
学
校
か
ら
東
京
帝
国
大

学
英
文
科
︑
同
大
大
学
院
修
了
︒
大
学
を
首
席
で
卒
業
後
に
東
京
美
術
学
校
︵
一
九
一
五
~
︶︑

第
一
高
等
学
校
︑
師
範
学
校
で
教
鞭
を
執
る
︒
美
校
で
は
︑
英
語
︑
西
洋
美
術
史
︑
西
洋
彫
刻
史

の
授
業
を
嘱
託
︒
一
九
一
八
年
に
教
授
と
な
り
︑
一
九
二
一
年
三
月
文
部
省
か
ら
の
命
に
よ
り
西

洋
美
術
史
研
究
の
た
め
満
二
間
︑
イ
ギ
リ
ス
︑
フ
ラ
ン
ス
︑
ド
イ
ツ
︑
イ
タ
リ
ア
︑
ア
メ
リ
カ
で

在
外
研
究
︒
一
九
二
五
年
帰
国
し
て
復
職
︵
東
京
文
化
財
研
究
所
﹁
物
故
者
記
事

東
文
研
ア
ー

カ
イ
ヴ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂https://w

w
w.tobunken.go.jp › m

aterials › bukko

︶︒
同
年
ロ
ン
ド
ン

で
﹃
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ
チ
チ
ェ
リ
﹄
を
刊
行
し
西
欧
で
高
く
評
価
さ
れ
た
︒
留
学
中
の
調
査
の
成

果
の
一
つ
で
あ
ろ
う
か
︑
現
地
で
自
身
が
撮
影
︑
も
し
く
は
現
地
美
術
館
博
物
館
よ
り
入
手
し
た

と
思
わ
れ
る
作
品
の
図
版
を
纏
め
た
写
真
集
で
あ
る
﹃
美
術
史
研
究
用
図
譜

東
京
美
術
学
校
教

授
矢
代
幸
雄
撰
﹄
第
一
輯
︑
第
二
輯
が
一
九
二
七
年
六
月
に
大
塚
巧
藝
社
か
ら
青
山
新
編
著
に
よ

り
刊
行
さ
れ
て
い
る
︒

ま
た
︑﹁
東
京
美
術
学
校

昭
和
五
年
職
員
関
係
書
類
庶
務
掛
﹂
掲
載
の
﹁
出
張
上
申
案
﹂
に

よ
れ
ば
︵
前
掲
註
4
四
六
八
頁
参
照
︒
職
員
関
係
書
類
は
簿
冊
︶︑
矢
代
は
︑
一
九
二
一
年
か
ら

同
二
五
年
の
留
学
の
他
に
︑
一
九
二
七
年
四
月
か
ら
欧
米
各
国
に
出
張
し
た
︵
但
し
︑
簿
冊
に
は

﹁
昭
和
二
年
ヨ
リ
翌
三
年
ニ
渉
リ
約
一
ヶ
月
間
欧
米
各
國
ニ
出
張
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
﹂
と
あ
る
が
︑
前

述
の
東
京
文
化
財
研
究
所
の
物
故
者
記
事
に
よ
れ
ば
︑
一
九
二
七
年
三
月
か
ら
一
九
二
八
年
五
月

ま
で
欧
米
に
出
張
し
た
︒
し
た
が
っ
て
︑﹁
一
ヶ
月
﹂
で
は
な
く
﹁
一
カ
年
﹂
の
誤
り
で
あ
ろ
う
︒

後
掲
の
資
料
﹁
和
文
書
簡
5

矢
代
幸
雄
1
﹂
で
は
一
九
二
六
年
に
は
矢
代
は
東
京
に
い
て
﹁
あ

る
い
は
来
年
春
欧
州
へ
一
寸
行
く
か
も
知
れ
な
い
﹂
と
述
べ
︑
一
九
二
七
年
の
春
に
欧
州
へ
出
張

の
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
︒
ま
た
﹁
同
書
簡
6

矢
代
幸
雄
2
﹂
で
は
一
九
二
八
年
三
月
に
ウ
ィ

ー
ン
か
ら
京
城
帝
大
の
直
昭
へ
の
手
紙
で
︑
ベ
ル
リ
ン
で
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と
︑
そ
の
手
紙

へ
の
返
信
を
ウ
ィ
ー
ン
で
書
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
︑
欧
州
諸
国
を
移
動
し
て
い
る
こ
と
も
わ

か
る
︒
さ
ら
に
﹁
巴
里
で
は
黒
田
清
君
に
逢
っ
て
︑
四
月
シ
ベ
リ
ア
経
由
︑
一
し
よ
︹
一
緒
︺
に

帰
ろ
う
﹂
と
あ
り
︑﹁
ベ
ル
リ
ン
宛
に
手
紙
を
し
た
ら
ば
︑
四
月
初
め
に
通
過
の
際
う
け
ら
れ
る
︒

用
が
あ
る
な
ら
頼
ま
れ
る
﹂
と
あ
る
の
で
︑
直
昭
が
欧
州
で
矢
代
に
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
︑

シ
ベ
リ
ア
経
由
で
帰
国
す
る
際
に
ベ
ル
リ
ン
で
そ
の
手
紙
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
こ
と
︑
そ
し

て
京
城
帝
大
に
い
る
直
昭
の
所
に
寄
る
つ
も
り
と
わ
か
る
︒︵
本
註
釈
に
お
い
て
は
︑
書
簡
お
よ

び
本
節
に
関
連
す
る
事
項
の
み
記
載
し
た
︶

四
〇
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︵
50
︶ 

矢
代
幸
雄
﹃
忘
れ
得
ぬ
人
び
と
﹄︵
矢
代
幸
雄
美
術
論
集
1
︶
岩
波
書
店

一
九
八
四
年
二
月

一
七
九
頁

︵
51
︶ 
前
掲
註
50

一
八
一
―
一
八
二
頁

︵
52
︶ “SA

N
D

RO
 BO

T
T

IC
ELLI” by Yukio Yashiro, 1925, Th

e  M
edici Society, London

本

文
二
巻
図
録
一
巻
︑
一
九
二
五
年
︑
ロ
ン
ド
ン
の
メ
デ
ィ
チ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
か
ら
出
版
し
た
︒
四

年
後
に
普
及
版
一
巻
本
が
メ
デ
ィ
チ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
か
ら
刊
行

︵
53
︶ 

矢
代
幸
雄
﹃
日
本
美
術
の
恩
人
た
ち
﹄
文
藝
春
秋
社

一
九
六
一
年
︑
前
掲
註
50
﹃
忘
れ
得
ぬ

人
び
と
﹄
な
ど
多
く
の
随
筆
か
ら
矢
代
の
国
際
的
な
交
友
関
係
の
広
さ
が
わ
か
る

︵
54
︶ 

﹁
⑱
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
来
校
﹂
前
掲
註
4

七
六
七
頁

 

︵
お
お
に
し 

じ
ゅ
ん
こ
・
元
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
非
常
勤
講
師
︶

資
料
1

和
文
書
簡

凡
例

漢
字
は
常
用
漢
字
に
統
一
し
た

歴
史
的
仮
名
遣
い
を
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た

書
簡
本
文
中
の
︵

︶
は
原
文
の
通
り

□
不
明
文
字

︹

︺
内
は
筆
者
に
よ
る
注
︑
補
遺
︑
不
明
文
字
の
候
補

書
簡
1

大
塚
稔
︵
大
塚
巧
藝
社
創
業
者
︶
封
書

一
九
︹
一
八
︺
年
︹
註
︺一
〇
月
五
日
︵
一
〇
月
六
日
の
消
印
︶

封
筒
表

大
阪
市
天
王
寺
町

大
阪
市
美
術
館
長

上
野
直
昭
様

シ
ン
テ
ン

封
筒
裏

一
〇
月
五
日

東
京
都
京
橋
□

大
塚
稔

日
頃
の
御
無
沙
汰
を
御
ゆ
る
し
下
さ
い

今
日
横
山
先
生
か
ら
美
術
学
校
の
校
長
を
誰
が
︑
適
人
︹
任
︺
だ
ろ
う
と
相
談
を
受
け
ま
し
た
の

で
先
生
を
推
薦
致
し
ま
し
た

国
家
非
常
時
で
す
し

若
し
お
願
に
□
︹
伺
︺
ま
し
た
ら
い
や
で
も
引
受
け
て
下
さ
い

今
日
の
場
合
先
生
以
外
に
東
京
美
術
学
校
の
校
長
は
あ
り
ま
せ
ん

大
観
が
コ
モ
ン
︹
顧
問
︺
に
な
り
ま
す

先
生
熟
考
を
お
願
い
し
ま
す

此
手
紙
焼
捨
て
て
下
さ
い

大
塚
稔

先
生
侍
史

註

一
九
︹
一
八
︺
と
い
う
の
は
︑
昭
和
一
九
ま
た
は
一
八
年
を
示
す
︒
し
た
が
っ
て
︑
西
暦
で
は
一

九
四
四
年
ま
た
は
一
九
四
三
年
の
こ
と

書
簡
2

本
田
弘
人
1

封
筒
﹁
消
印
亡
失
﹂
速
達

四
一

            



美

術

研

究

四

三

五

号
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封
筒
表

大
阪
市
天
王
寺
公
園
大
阪
美
術
館
長

上
野
直
昭
様
︹
文
部
省
の
封
筒
使
用
︺

封
筒
裏

東
京
麴
町
霞
ヶ
関
文
部
省
□
□
局
︹
自
筆
で
︺
□
︹
四
ヵ
︺
月
二
一
日

前
省御

手
紙
拝
見
致
し
ま
し
た

早
速
永
井
専
門
局
長
に
連
絡
し
又
別
の
機
会
に
大
臣
と
も
お
会
い

し
て
予
定
方
針
通
り
す
す
め
つ
つ
あ
る
次
第
で
す

つ
き
ま
し
て
は
永
井
局
長
も
様
々
具
体
的
に
話
を
す
す
め
る
に
つ
き
是
非
御
上
京
御
打
合
せ
し
た

い
と
の
事
で
左
様
御
伝
え
を
た
の
ま
れ
ま
し
た

横
山
大
観
さ
ん
か
ら
も
お
会
い
し
た
い
趣
で
す

と
も
角
御
上
京
□
□
御
相
談
又
御
指
□
︹
標
︺
を
お
願
い
し
ま
す

と
り
急
ぎ
先
は
書
面
の
み

匆
々
□
□

□
︹
四
ヵ
︺
月
二
一
日

本
田
弘
人

上
野
直
昭
様

書
簡
3

本
田
弘
人
2

封
書

封
筒
表

 

朝
鮮
京
城
府

京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
教
授

上
野
直
昭
様

親
展

消
印
一
五

一
一
二
七
︵
昭
和
一
五
年
／
一
九
四
〇 

一
一
月
二
七
日
︶

封
筒
裏

 

東
京
市
小
石
川
区
高
田
老
松
町
二

本
田
弘
人

消
印

一
五

一
〇

二
九
︵
昭
和

一
五
年
一
〇
月
二
九
日
︶
﹁
学
術
研
究
会
議
の
用
箋
使
用
﹂

拝
啓深

秋
の
候
□
□
御
健
勝
の
□
御
よ
ろ
こ
び
申
し
あ
げ
ま
す

先
般
大
阪
市
の
件
に
関
し

た
だ
失
礼
な
事
を
申
し
上
げ

御
機
嫌
を
害
っ
た
様
な
気
が
し
て
恐

縮
に
存
じ
て
い
ま
す

早
速
御
手
紙
を
差
し
あ
げ
た
い
と
は
思
い
ま
し
た
が
右
の
次
第
で
何
と
な

く
気
が
重
く
且
つ
大
阪
と
も
連
絡
の
必
要
を
感
じ
て
つ
い
後
れ
ま
し
た

前
□
私
の
不
行
届
と
懈

怠
と
か
ら
行
き
違
い
や
遅
延
を
来
し
て
□
□
な
り
次
第
で
す

大
阪
市
長
も
特
に
親
書
を
以
て
私
ま
で
早
急
解
決
実
現
方
を
懇
請
せ
ら
れ
ま
た
前
教
育
部
長
若
□

︹
路
？
︺
も
つ
い
先
日
上
京
し
て
経
過
を
心
配
し
て
居
ら
れ
ま
し
た

大
阪
で
は
直
接
の
交
渉
は
失
礼
だ
と
の
感
じ
か
ら
私
に
依
頼
し
て
い
る
様
で
す

ど
う
か
速
に
御
快
意
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す

何
か
の
点
に
御
不
満
が
あ
り
ま
す
れ
ば
私
か
ら
で

も
然
る
べ
く
取
り
つ
ぎ
交
渉
致
し
ま
す

旅
費
云
々
の
事
は
一
応
展
覧
会
費
の
中
に
含
め
て
あ
る

と
の
事
で
し
た

と
り
急
ぎ
意
を
尽
く
し
ま
せ
ん
が
先
は
右
ま
で

怱
々
□
□

一
〇
月
二
七
日

本
田
弘
人
拝

上
野
直
昭
様
侍
史

書
簡
4

本
田
弘
人
3

封
筒
﹁
消
印

一
九

三

一
七
﹂

封
筒
表

大
阪
市
天
王
寺
公
園
大
阪
美
術
館
長

上
野
直
昭
様

封
筒
裏

東
京
小
石
川
高
田
老
松
町
二

本
田
弘
人

急
啓先

日
は
突
然
電
話
に
て
失
礼
し
ま
し
た

御
親
書
拝
見
早
速
専
門
局
長
と
も
連
絡
し
一
昨
日
大

磯
に
私
自
身
安
田
靫
彦
氏
を
訪
問
︑
種
々
懇
談
致
し
ま
し
た

御
存
知
の
通
り
中
々
慎
重
で
大
観

先
生
の
意
見
を
そ
の
ま
ま
︵
洋
画
の
人
達
そ
の
他
に
︶
徹
底
さ
せ
る
事
に
い
さ
さ
か
危
惧
の
感
じ

を
も
ち
大
観
先
生
に
会
わ
れ
る
前
に
小
林
古
径
氏
と
一
緒
に
懇
談
し
た
い
と
の
事
で
結
局
出
馬
の

快
意
も
充
分
看
取
出
来
ま
し
た

安
井
梅
原
両
氏
は
先
ず
安
田
小
林
氏
を
固
め
て
か
ら
と
思
っ
て

ま
だ
会
い
ま
せ
ん

い
ず
れ
に
せ
よ
御
出
席
を
お
願
い
し
ま
す

私
は
急
用
で
今
夜
金
沢
の
地
方
協
議
会
に
出
席
の
為
め
出
張

二
十
日
中
に
帰
京
の
予
定
で
す

二
十
日
過
ぎ
廿
一
日
か
廿
二
日
御
上
京
を
お
願
い
し
ま
す

委
細
御
面
談
の
上

先
は
寸
暇
を
ぬ
す
ん
で
と
り
急
ぎ
要
用
の
み

怱
々
□
□

三
月
一
六
日

本
田
弘
人

上
野
直
昭
様

書
簡
5

矢
代
幸
雄
1

封
筒
表

 
ベ
ル
リ
ン
の
独
乙
︹
独
逸
︺
大
使
館
気
付

﹁via Siberia

﹂
消
印

下
谷

一
五

六

五
︵
一
九
二
六
年
六
月
五
日
︶

本
文

大
森
木
原
山
一
五
七
〇

矢
代
幸
雄

四
二
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上
野
兄

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
そ
の
他
よ
り
の
葉
書
あ
り
が
と
う
︒
夏
は
ド
イ
ツ
に
居
る
の
で
す
か
︒

い
つ
か
君
に
頼
ん
だ
︵
東
京
女
子
大
に
居
た
︶
小
塚
し
げ
子
の
兄
小
塚
新
一
郎
を
独
乙
︹
独
逸
︺

へ
や
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
独
乙
︹
独
逸
︺
へ
入
り
た
て
誰
を
あ
て
に
さ
せ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

の
で
︑
す
ま
な
い
が
君
の
所
へ
送
る
こ
と
に
し
た
︒
若
し
伯
林
に
君
が
居
る
の
な
ら
何
処
か
の
宿

に
放
り
込
ん
で
や
っ
て
く
れ
給
え
︒
独
乙
︹
独
逸
︺
語
は
こ
ち
ら
で
少
し
や
ら
せ
て
お
い
た
が
と

て
も
駄
目
だ
と
思
う
︒

僕
等
に
関
す
る
こ
と
新
一
郎
か
ら
き
い
て
く
れ
給
え
︒
文
子
と
結
婚
は
し
た
が
文
子
が
弱
い
の
で

新
婚
生
活
の
一
ヶ
年
に
半
分
位
実
家
に
帰
っ
て
居
た
︒
悲
惨
な
こ
と
だ
︒

君
が
あ
ま
り
勉
強
し
て
か
ら
だ
を
弱
く
し
た
よ
う
に
も
き
い
た
が
︑
本
当
か
︒
本
当
で
な
い
こ
と

を
祈
る
︒

東
京
に
落
付
い
て
約
一
ヶ
年
半
︑
当
座
は
忙
し
い
の
で
ま
ぎ
れ
て
居
た
が
此
頃
□
々
淋
し
く
な
っ

て
来
た
︒
君
が
東
京
に
居
れ
ば
い
い
と
毎
日
思
う
よ
う
に
な
っ
た
︒
君
に
電
話
を
か
け
た
り
︑
叱

ら
れ
た
り
し
た
く
な
っ
た
︒
目
下
は
器
械
的
︹
機
械
的
︺
に
美
校
の
講
義
に
出
る
ば
か
り
︒

﹁
受
胎
告
知
﹂
の
研
究
︑
今
度
は
少
し
君
に
ほ
め
ら
れ
た
よ
う
だ
ね
︒
叱
ら
れ
つ
づ
け
て
悲
観
し

た
所
な
の
で
︑
ほ
め
て
く
れ
た
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い
君
の
言
葉
を
嬉
し
く
記
憶
し
た
り
し
て
居

る
︒と

う
と
う
美
校
へ
田
中
豊
蔵
君︶

1
︵

に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
︒
演
目
は
西
域
美
術
史
と
新
発
的

の
や
つ
だ
︒
そ
れ
で
田
中
君
に
如
何
□
□
に
□
︹
命
︺
え
る
の
か
唯
一
の
慰
安
で
も
願
い
で
も
あ

る
︒美

校
に
特
殊
研
究
講
義︶

2
︵

と
い
う
の
を
置
い
て
松
岡
映
丘
氏
が
古
絵
巻
物
の
研
究
と
い
う
の
を

や
っ
て
居
る
︒
君
が
東
京
に
居
た
ら
興
味
を
持
っ
て
く
れ
そ
う
な
事
だ
ね
︒
君
の
研
究
は
如
何

な
っ
た
の
︑

あ
る
い
は
来
年
春
欧
州
へ
一
寸
行
く
か
も
知
れ
な
い
︑

そ
う
し
て
逢
え
た
ら
う
れ
し
い
ね
︒

東
京
が
淋
し
く
な
る
時
君
が
朝
鮮
か
ら
帰
む
︹
？
︺
で
く
れ
ま
い
か
と
思
う
こ
と
も
あ
る
︒
東
京

を
去
り
か
ね
な
が
ら
美
校
は
つ
く
づ
く
い
や
だ
と
思
う
日
が
多
い
︒

奥
様
に
よ
ろ
し
く
︑
あ
あ
君
等
に
逢
わ
な
い
の
も
久
し
く
な
る
ね
︒
僕
の
出
発
前
に
君
等
を
写

し
た
写
真
が
ま
だ
あ
る
よ
︒

註︵
1
︶ 

田
中
豊
蔵

一
九
〇
五
年
︑
京
都
の
第
三
高
等
学
校
か
ら
帝
大
入
学
︵
中
国
文
学
︶︑
一
九
〇

八
年
卒
業
︒
一
九
二
六
年
四
月
三
〇
日
美
校
に
お
い
て
講
師
と
し
て
﹁
中
央
ア
ジ
ア
美
術
史
﹂
担

当
︒
一
九
二
七
年
在
外
研
究
員
と
し
て
イ
ン
ド
︑
欧
米
に
留
学
︑
翌
年
帰
朝
後
に
京
城
帝
大
教
授

と
な
り
︑
一
九
四
二
年
退
官
︒
戦
後
︑
美
術
研
究
所
所
長
と
東
京
都
美
術
館
長
を
兼
務
し
た
が
一

九
四
八
年
肺
炎
の
た
め
逝
去

︵
2
︶ 

本
文
註
4
﹃
東
京
芸
術
大
学
百
年
史

東
京
美
術
学
校
篇
﹄
第
三
巻

三
一
〇
―
三
一
一
頁

参
照
︒
東
京
美
術
学
校
は
一
九
二
六
年
五
月
か
ら
学
外
に
対
し
て
公
開
講
座
﹁
美
術
に
関
す
る
特

種
研
究
講
義
﹂
を
開
設
し
た
︒﹁
こ
れ
は
一
般
か
ら
聴
講
者
を
募
集
し
て
毎
週
土
曜
日
の
午
前
に

一
講
座
︑
午
後
に
一
講
座
を
開
き
︑
本
校
教
員
そ
の
他
が
専
門
的
講
義
︵
無
料
︶
を
行
う
も
の
﹂

で
あ
っ
た
︒
矢
代
幸
雄
は
第
一
回
公
開
講
座
の
同
年
五
月
一
日
か
ら
﹁
欧
米
博
物
館
事
情
と
博
物

館
理
想
﹂
と
題
す
る
講
義
を
行
っ
た
が
︑
田
中
豊
蔵
は
第
二
回
目
同
年
九
月
二
五
日
か
ら
一
〇
月

三
日
ま
で
﹁
藤
原
時
代
の
仏
画
﹂
を
担
当
し
た

書
簡
6

矢
代
幸
雄
2

封
書

 

ウ
ィ
ー
ン
の
矢
代
か
ら
京
城
帝
大
の
直
昭
へ

消
印

11-18. M
Ä

R
Z
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︵
一
九
二
八

年
三
月
︶

本
文

行
外

 

此
間N

aum
burg

へ
行
っ
て
古
ド
イ
ツ
の
石
彫
に
ほ
れ
た
︒Bam

berg

は
未
だ
知
ら
ぬ

先
日M

eing

□
□
︙
□ 

に
逢
っ
た
時Bam

berg

に
行
け
行
け
と
し
切
り
に
言
っ
て
居
た
︒

上
野
君

今
度
は
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
書
く
︒
今
度
は
日
付
も
忘
れ
ぬ
よ
う
に
入
れ
て
お
く
︒
今
日
は
一
月
一

八
日
一
昨
日
当
地
に
来
た
︒
君
の
手
紙
が
伯
林
に
着
い
た
頃
丁
度
僕
は
偶
然
に
伯
林
に
来
た
こ
と

に
な
る
︒
あ
り
が
と
う
︒
久
し
ぶ
り
に
旧
音
に
接
し
て
う
れ
し
か
っ
た
︒
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と

書
い
た
は
勿
論
︑
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
の
間
違
い
︒
あ
の
当
時
︑
受
胎
告
知
の
研
究
の
継
続
か
ら
ゴ

ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
のElefenbeinskulpturen

に
□
□
に
お
世
話
に
な
っ
て
居
た
の
で
︑
つ
い

そ
の
名
が
出
た
の
だ
ろ
う
︒
そ
れ
で
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
の
レ
オ
ナ
ル
ド
は
見
た
か
い
？
僕
は
買
っ

幸四
三

            



美

術

研

究

四

三

五

号
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て
見
た
が
︑
挿
絵
の
容
子
と
少
し
初
め
を
読
ん
だ
工
合
い
︹
具
合
︺
で
は
︑
余
り
関
︹
感
︺
心
し

そ
う
に
な
い
と
︑
僕
は
思
う
︒
僕
は
何
で
も
な
い
書
き
方
のFriedländer

︶
1
︵

な
ん
か
の
方
が
む
し

ろ
賛
成
す
る
よ
︒
彼
のD

ürer

︶
2
︵

を
最
近
読
ん
で
見
た
がK

enner

︶
3
︵

の
著
書
だ
ね
︒
よ
い
意
味
の
︒

レ
オ
ナ
ル
ド
の
研
究
は
相
変
わ
ら
ず
気
に
か
け
て
居
る
が
︑
此
の
前
の
手
紙
に
書
い
た
ウ
ィ
ン

ザ
ー
の
研
究
を
本
当
に
や
る
と
す
る
と
︑
一
九
三
〇
年
︑
ま
た
英
国
に
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
︒
母
を
あ
れ
ほ
ど
老
い
さ
せ
て
︑
ま
た
出
て
来
る
の
は
如
何
に
も
辛
い
か
ら
︑
ウ
ィ
ン
ザ
ー
研

究
出
版
の
契
約
は
し
な
い
か
も
知
れ
ぬ
︒
あ
あ
母
が
気
が
か
り
で
困
る
よ
︒
西
洋
美
術
史
を
研
究

す
る
者
は
︑
研
究
と
家
族
の
事
情
と
が
二
途
に
な
る
︒
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ド
の
レ
オ
ナ
ル
ド
は
︑

A
shm

olean

︶
4
︵

の
ほ
か
は
︑C

hrist C
hurch 

に
少
し
あ
る
︒
非
常
に
よ
い
も
の
とattributions 

と

が
あ
る
︒
レ
オ
ナ
ル
ド
探
求
も
仲
々
面
□
だ
︒
僕
は
近
日
中
に
一
寸
ポ
ー
ラ
ン
ドK
rakaw

 

へ

行
っ
て
来
ず
ば
な
る
ま
い
︒
例
の
ボ
ー
デ︶

5
︵

の
本
物
と
す
る
女
の
肖
像︶

6
︵

︑
ワ
イ
マ
ー
ル
の

A
bendm

al

︹
最
後
の
晩
餐
︺
の
模
写
︑
感
じ
で
は
ル
イ
ニ︶

7
︵

の
模
写
ら
し
く
見
え
る
︒
如
何
︒
尤

も
僕
は
ま
だ
ル
イ
ニ
に
は
詳
し
く
な
い
の
だ
が
ね
︒
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
は
未
だ
行
か
な
い
︒
大
し
た

も
の
が
な
い
︒
断
片
の
素
描
レ
オ
ナ
ル
ド
が
あ
る
ね
︒
帰
途
一
寸
よ
る
︹
寄
る
︺
つ
も
り
︑
あ
そ

こ
に
は
例
の
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
研
究
のD

r. W
arburg

が
大
学
の
教
授
し
て
居
る
の
で
逢
い
た
い

と
思
っ
て
居
る
︒
彼
も
僕
の
こ
と
を
引
合
に
出
す
な
ら
ん
︒

ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
本
は
︑
忘
れ
や
し
な
い
が
︑
僕
は
第
一
版
は
本
文
は
余
り
に
気
に
入
ら
ぬ

と
こ
ろ
が
多
い
か
ら
︑
第
二
版
を
目
下
用
意
中
故
第
二
版
を
贈
ろ
う
と
思
っ
て
居
る
︒
そ
れ
等
帰

り
に
京
城
で
お
厄
介
に
な
る
時
話
す
︒
小
塚
新
一
郎
に
は
逢
わ
ぬ
︒
ベ
ル
リ
ン
に
居
な
い
ら
し

い
︒
何
処
に
居
る
か
行
き
方
が
知
れ
ぬ
︒
彼
も
最
早
小
供
で
は
な
し
︑
し
っ
か
り
や
っ
て
居
る
の

だ
ろ
う
︒

―
と
祈
る
ば
か
り
だ
︒
今
は
︒

帰
朝
後
の
仕
事
の
こ
と
色
々
考
え
る
︒
君
に
話
し
た
研
究
所
の
仕
事︶

8
︵

に
忙
殺
さ
れ
る
だ
ろ
う
︒
僕

は
岩
波
の
西
洋
美
術
史
の
講
話
の
古
代
篇
は
今
は
あ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
て
︑
中
世
篇
を
書
こ
う

か
と
思
う
︒
尤
も
中
々
計
画
沢
山
で
何
が
出
来
る
か
︒
東
京
に
□
っ
て
い
て
居
る
と
い
か
ん
ね
︒

昨
夜
当
地
でFurtw

ängler

指
揮
のM

essaih 

︵H
ändel

︶
を
き
く
︒
今
度
の
日
曜
に
は

Schubert  Z
entenarfest

︶
9
︵

が
あ
る
︒
け
れ
ど
も
僕
が
き
い
た
一
番
い
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は Leipzig 

G
ew

andhaus

の
や
う
で
︑
あ
そ
こ
は
蓋
し
音
楽
の
聖
堂
だ
ね
︒
ウ
ィ
ン
で
は
き
き
た
い
き
き
た

い
と
思
っ
て
来
たM

ozart

が
何
も
き
け
そ
う
に
な
い
︒
僕
の
性
に
一
番
合
う
も
の
は
彼
ら
し
い
︒

巴
里
で
は
黒
田
清
君︶

10
︵

に
逢
っ
て
︑
四
月
シ
ベ
リ
ア
経
由
︑
一
し
よ
︹
一
緒
︺
に
帰
ろ
う
と
い
う

相
談
が
あ
る
︒
在
る
は
︹
あ
る
い
は
︺
そ
う
な
る
か
も
知
れ
ぬ
︒
巴
里
で
は
よ
く
一
し
よ
︹
一
緒
︺

に
音
楽
会
へ
い
っ
た
︒
黒
田
君
は
よ
く
や
っ
て
居
る
ね
︒
感
心
し
た
よ
︒

今
日
京
城
大
の
考
古
学
教
授
藤
田
氏
︹
藤
田
亮
策
︺
に
遇
︹
偶
︺
然
逢
う
︒

サ
ヨ
ナ
ラ
︑
も
う
や
め
る
︒
帰
っ
た
ら
今
度
こ
そ
君
に
余
り
し
か
ら
れ
な
い
よ
う
に
勉
強
し
よ

う
︒
君
に
会
う
の
が
た
の
し
み
だ
︒
田
中
蒼
海
子
︹
田
中
豊
蔵
︺︑
今
イ
タ
リ
ア
か
し
ら
︒
今
イ

タ
リ
ア
は
日
本
美
術
史
の
関
係
の
大
家
で
一
ぱ
い
︹
一
杯
︺
ら
し
い

幸

︵
ベ
ル
リ
ン
宛
に
手
紙
を
し
た
ら
ば
︑
四
月
初
め
に
通
過
の
際
う
け
ら
れ
る
︒
用
が
あ
る
な
ら
頼
ま
れ
る
︶

註︵
1
︶ M

ax  Jacob Friedländer 1867-1958 

か
？

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
美
術
研
究

一
九
二
三
年
に

A
. D

urer

を
著
し
て
い
る

︵
2
︶ 

デ
ュ
ー
ラ
ー

︵
3
︶ 

鑑
識
家
の
意

︵
4
︶ 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
大
学
博
物
館

A
shm

olean M
useum

 of A
rt and A

rcheology

の

こ
と

︵
5
︶ W

ilhelm
 von Bode

レ
オ
ナ
ル
ド
に
関
す
る
著
作
あ
り

︵
6
︶ 

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ク
フ
美
術
館
に
は
レ
オ
ナ
ル
ド
作
﹁
白
貂
を
抱
く
貴
婦
人
﹂
が
あ
る
の
で
︑

こ
れ
を
差
す
か
？

︵
7
︶ 

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
ル
イ
ー
ニ
ヵ

イ
タ
リ
ア
の
画
家
︒
レ
オ
ナ
ル
ド
の
影
響
を
受
け
て
い

る

︵
8
︶ 

一
九
二
七
年
よ
り
美
術
研
究
所
の
設
立
に
参
画
︒
同
年
三
月
よ
り
欧
米
に
出
張
︒
翌
一
九
二
八

年
五
月
帰
国
︒
設
立
に
あ
た
っ
て
︑
作
品
写
真
資
料
を
主
と
し
た
東
洋
美
術
研
究
の
た
め
の
基
礎

的
な
施
設
を
提
案
︑
実
行
し
た
と
さ
れ
る
︵
以
上
﹁
物
故
者
記
事

東
文
研
ア
ー
カ
イ
ヴ
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
﹂https://w

w
w.tobunken.go.jp › m

aterials › bukko

よ
り
︶
が
︑
そ
の
仕
事
を
指
す
と

思
わ
れ
る

︵
9
︶ 

一
九
二
八
年
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
没
後
百
年
の
年

三
月
二
六
日

ウ
ィ
ー
ン
の
楽
友
協
会
で

﹁
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
紀
念
コ
ン
サ
ー
ト
﹂
が
開
演
さ
れ
て
い
る
︵
大
河
内
文
恵
の
教
示

に
よ
る
︶

︵
10
︶ 

黒
田
清
︵
一
八
九
三
―
一
九
五
一
︶
日
本
の
華
族
︒
貴
族
院
議
員
︑
財
団
法
人
国
際
文
化
振
興

四
四
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京
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大
学
美
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学
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上
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資
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て
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会
専
務
理
事
︒
爵
位
は
伯
爵
︒
東
京
府
出
身
︒
清
は
黒
木
為
楨
陸
軍
大
将
伯
爵
の
三
男
︒
黒
田
清

仲
伯
爵
︵
内
閣
総
理
大
臣
黒
田
清
隆
陸
軍
中
将
伯
爵
の
子
︶
に
子
が
無
か
っ
た
為
︑
養
子
と
な
り

爵
位
を
継
い
だ
︒
一
九
一
九
年
︑
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
し
︑
同
文
科
大
学
修
了
︒
一

九
二
四
年
︑
フ
ラ
ン
ス
に
音
楽
研
究
の
た
め
留
学
し
た
︒
一
九
三
四
年
︑
国
際
文
化
振
興
会
常
務

理
事
と
な
り
︑
さ
ら
に
専
務
理
事
と
な
る
︒
一
九
四
四
年
一
一
月
︑
貴
族
院
伯
爵
議
員
に
就
任
︑

研
究
会
に
属
し
華
族
制
度
廃
止
ま
で
そ
の
職
に
在
っ
た

書
簡
7

小
塚
新
一
郎
1

矢
代
幸
雄
1
に
同
封

小
塚
新
一
郎
か
ら
上
野
直
昭
へ

突
然
に
手
紙
に
て
失
礼
致
し
ま
す

実
は
今
度
急
に
独
乙
︹
独
逸
︺
留
学
を
思
い
立
ち
ま
し
て
︑
六
月
二
十
一
日
発
の
熱
田
丸
で
出

発
致
し
度
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
が
︑
未
だ
独
乙
語
も
極
め
て
不
充
分
で
す
し
︑
外
国
の
事
情
に

も
通
ぜ
ず
︑
そ
の
上
独
り
で
出
掛
け
ま
す
こ
と
︑
少
し
無
暴
︹
無
謀
︺
な
様
に
も
思
い
︑
又
︑
心

細
い
気
も
致
し
ま
し
た
が
︑
頂
度
先
生
が
伯
林
に
御
居
で
な
の
を
知
り
︑
矢
代
さ
ん
に
先
生
を
御

紹
介
下
さ
る
様
︑
御
願
い
し
ま
し
た
︒
御
忙
し
い
中
を
大
変
御
迷
惑
と
は
存
じ
ま
す
が
︑
伯
林
着

の
当
座
暫
く
御
厄
介
を
願
い
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
︒

独
乙
︹
独
逸
︺
へ
参
入
っ
て
か
ら
何
を
為
る
か
︑
未
だ
︑
詳
し
く
定
め
て
は
居
り
ま
せ
ん
が
︑

主
と
し
て
哲
学
に
関
し
た
る
も
の
︑
或
は
美
学
で
も
や
ろ
う
か
と
思
っ
て
居
り
ま
す
︒
し
か
し
︑

兎
に
角
独
乙
︹
独
逸
︺
語
が
先
決
問
題
で
す
か
ら
︑
先
ず
語
学
を
一
生
懸
命
で
︑
や
る
考
え
で
居

り
ま
す
︒
詳
し
く
は
︑
御
目
に
掛
り
ま
し
て
か
ら
︑
御
話
を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
︑
何
卒
宜

敷
く
御
願
い
申
し
ま
す
︒

マ
ル
セ
ー
ユ
は
︑
八
月
二
日
着
の
予
定
で
す
か
ら
︑
伯
林
に
は
︑
遅
く
も
八
月
十
日
頃
迄
に
は

到
着
致
し
ま
す
と
思
い
ま
す
︒
伯
林
に
は
半
年
乃
至
一
年
位
居
り
ま
し
て
︑
そ
れ
か
ら
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
あ
た
り
へ
参
入
り
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
︒

御
迷
惑
と
は
思
い
ま
す
が
︑
右
︑
重
ね
て
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

六
月
三
日

小
塚
新
一
郎

上
野
直
昭
様

書
簡
8

小
塚
新
一
郎
2

封 

筒
表

京
城
府
東
崇
町
一
九
八

大
学
官
舎

上
野
直
昭
先
生

消
印
︹
一
四
︑
一
〇.

？
︺

昭
和
一
四
年
ヵ
？

封
筒
裏

一
〇
月
七
日

東
京
市
大
森
区
馬
込
町
東
二
ノ
九
八
二

小
塚
新
一
郎

拝
啓先

頃
は
御
手
紙
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
箱
根
の
写
真
を
拝
見
致
し
ま
し
て
︑
愉
快
だ
っ

た
夏
休
み
を
思
い
出
し
て
居
り
ま
す
︒
今
か
ら
来
年
の
夏
が
待
ち
兼
ね
る
位
で
す
︒

逸
治
よ
り
は
先
生
の
御
手
紙
を
戴
い
た
前
日
に
電
報
で
﹁
承
知
﹂
の
旨
申
し
て
ま
い
り
ま
し
た
︒

航
空
便
は
四
︑
五
十
日
か
か
っ
た
様
子
で
す
︒
然
し
矢
代
さ
ん
が
旅
行
そ
の
他
で
家
に
居
ら
ず
︑

二
︑
三
日
前
や
っ
と
会
う
こ
と
が
出
来
た
よ
う
な
次
第
で
︑
御
返
事
も
遅
れ
て
了
い
ま
し
た
︒
尤

も
九
月
二
十
四
日
の
日
曜
に
は
御
両
親
の
法
事
で
私
も
ま
い
っ
た
の
で
す
が
︑
お
寺
で
多
勢
来
客

が
あ
り
ま
し
た
た
め
話
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
︒

矢
代
氏
は
美
術
研
究
の
た
め
に
は
︑
東
京
の
如
き
土
地
に
居
て
生
き
た
美
術
の
空
気
を
吸
う
必

要
が
あ
り
︑
児
島
先
生︶

1
︵

も
慶
應
の
講
義
を
譲
る
と
云
っ
て
居
ら
れ
る
し
︑
東
京
に
居
た
方
が
よ
か

ろ
う
と
申
さ
れ
ま
す
︒
然
し
慶
應
の
講
義
は
二
時
間
だ
そ
う
で
す
し
︑
他
は
研
究
所
に
行
く
と
し

て
も
︑
果
た
し
て
研
究
所
が
落
ち
付
い
て
勉
強
出
来
る
処
か
ど
う
か
少
々
疑
問
に
思
っ
て
居
り
ま

す
︒
経
済
的
に
見
ま
し
て
も
︑
一
人
の
生
活
は
十
分
出
来
る
と
し
て
も
︑
結
婚
の
問
題
も
出
て
来

ま
し
ょ
う
し
︑
経
済
的
に
あ
る
程
度
安
定
が
な
く
て
は
︑
生
活
も
勉
強
も
落
着
い
て
出
来
難
い
の

で
は
な
い
か
と
も
心
配
致
し
て
居
り
ま
す
︒

が

何
れ
に
し
ま
し
て
も
︑
い
ろ
い
ろ
問
題
が
複

雑
と
な
り
ま
し
て
︑
本
人
の
留
守
に
私
共
だ
け
で
は
解
決
出
来
な
く
為
り
ま
し
た
の
で
︑
も
う
間

の
な
く
帰
り
ま
す
こ
と
で
も
あ
り
︑
本
人
の
意
向
を
聞
き
︑
又
先
生
に
ご
相
談
し
て
定
め
た
い
と

存
じ
て
居
り
ま
す
私
は
御
迷
惑
で
も
先
生
に
最
後
の
決
定
を
し
て
戴
き
た
く
思
っ
て
居
り
ま
す
︒

戦
争
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
船
に
乗
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
︑
十
月
下
旬
に
は
何
と
か
し
て
帰
朝
致
す

と
思
い
ま
す
︒
フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
そ
の
旨
申
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
︑
最
近
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
這
入
る
前
に
国
境
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
の
手
紙
が
ま
い
り
ま
し
た
︒
交
通
不
便
の
た
め
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
よ
り
の
消
息
は
未
だ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
︒

ま
り
子
︹
マ
リ
子
︺
さ
ん
の
御
話
︑
私
共
の
よ
う
な
も
の
に
は
︑
大
し
た
御
役
に
は
立
ち
ま
せ

ん
が
︑
出
来
る
だ
け
の
努
力
は
致
し
ま
す
︒
私
共
は
︑
御
世
辞
な
し
に
︑
非
常
に
い
い
近
頃
珍
し

い
御
孃
さ
ん
と
思
っ
て
居
り
ま
す
の
で
︑
出
来
る
だ
け
の
こ
と
は
さ
せ
て
戴
き
た
い
と
考
え
て
居

四
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り
ま
す
︒
ま
り
子
さ
ん
の
こ
と
を
書
く
と
︑
書
く
こ
と
が
多
す
ぎ
ま
す
の
で
︑
こ
こ
で
は
﹁
申
し

分
の
な
い
方
﹂
と
私
共
は
思
っ
て
居
り
ま
す
こ
と
だ
け
を
率
直
に
申
上
げ
る
こ
と
に
致
し
ま
す
︒

近
日
中
に
御
帰
京
の
由
︑
楽
し
み
に
致
し
て
居
り
ま
す
︒

そ
の
節
︑
又
ゆ
っ
く
り
御
話
し
申
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
︒
な
お
逸
治
よ
り
の
電
報
の
こ
と
は
︑

状
勢
も
変
っ
て
居
り
ま
し
た
の
で
矢
代
さ
ん
に
は
話
さ
ず
︑
本
人
が
帰
っ
て
か
ら
︑
よ
く
相
談
の

上
︑
大
体
本
人
の
意
向
に
よ
っ
て
定
め
た
い
と
思
う

と
だ
け
申
し
て
置
き
ま
し
た
︒

で
は
何
れ
又
︑
と
し
子
よ
り
も
宜
し
く
申
し
て
居
り
ま
し
た
︒

敬
具

一
〇
月
七
日

小
塚
新
一
郎

上
野
先
生

註︵
1
︶ 

児
島
先
生
と
は
児
島
喜
久
雄
の
こ
と

一
九
二
五
年
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
西
洋
美
術
史
講

師
を
嘱
託
さ
れ
一
九
二
六
年
美
術
振
興
会
調
査
会
委
員

資
料
2

ケ
ラ
ー
︵Adolf K

eller

︶
書
簡

・
封
書
四
通
︑
葉
書
四
葉
の
う
ち
封
書
三
通
︑
葉
書
三
葉
を
翻
訳

・ 

独
語
翻
訳
:
大
河
内
文
恵
︵
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
附
属
音
楽
高
等
学
校
非
常
勤
講
師

音
楽
学

博
士
︶

・ 

訳
文
中
の
□
は
不
明
文
字
︒
訳
文
中
の
﹁

﹂︑︵

︶
は
原
文
︑﹇

 

﹈ 

内
は
翻
訳
者
に
よ
る

補
遺
お
よ
び
註
︒

・ ︹

︺
内
は
大
西
に
よ
る
註
そ
の
他
︒
文
面
の
体
裁
︑
文
章
の
省
略
に
つ
い
て
は
大
西
に
よ
る

︵
内
容
が
些
末
な
部
分
は
省
略
し
た
︶︒

・
ケ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
︑
本
文
七
―
九
頁
お
よ
び
本
文
註
7
﹃
邂
逅
﹄
三
四
三
―
三
四
四
頁
参

照
︒

1

封
書

一
九
一
二
年
九
月
二
日

麴
町

一
九
一
二
年
九
月
二
日

上
野
さ
ん
！

﹁
も
し
旅
に
出
た
人
が
い
る
と
し
て
︑
彼
は
な
に
も
説
明
で
き
な
い
だ
ろ
う︶

1

︵
訳
註

﹂

さ
て
︑
聞
い
て
も
ら
え
ま
す
か
？
﹇
あ
な
た
と
﹈
別
れ
て
か
ら
︑
私
は
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
二
等
車

に
︑
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
は
三
等
車
も
同
然
で
し
た
︒
と
い
う
の
も
︑
二
等
車
の
中
は
非
常
に
暑

く
︑
京
都
に
着
い
た
ら
す
ぐ
﹁
西
瓜
！
西
瓜
！
﹂
と
叫
ん
で
し
ま
っ
た
く
ら
い
で
す
︒
そ
れ
か
ら

路
面
電
車
に
乗
り
︑
途
中
︑
私
の
心
の
中
に
大
き
な
衝
動
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
︒

反
対
の
人
た
ち
は
﹁
か
ぎ
や︶

2

︵
訳
註

﹂
へ
行
っ
て
お
菓
子
を
食
べ
た
り
︑
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
し
ま

し
た
︒
︹
中
略
︺
私
た
ち
は
急
い
で
も
う
一
杯
コ
ー
ヒ
ー
︵
ド
イ
ツ
の
□
︶
を
﹁
か
ぎ
や
﹂
で

飲
み
︑
そ
れ
か
ら
駅
へ
と
急
ぎ
ま
し
た
︒

さ
よ
な
ら
京
都
！
さ
よ
う
な
ら
！

さ
て
︑
学
校
が
再
び
始
ま
り
︑
単
調
な
日
々
が
い
つ
も
の
歩
み
で
進
ん
で
い
き
ま
す
︒
幸
い
な
こ

と
に
︑
過
去
の
詩
情
が
ほ
の
か
に
光
る
ベ
ー
ル
の
助
け
に
な
り
ま
す
︒
我
々
が
み
た
美
し
い
も
の

の
思
い
出
は
私
に
と
っ
て
は
暗
い
夜
空
の
な
か
で
輝
く
星
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
具
合
に
︒
神

戸
で
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？
今
︑
夜
は
ま
た
よ
く
眠
れ
て
い
ま
す
か
？
田
村
さ
ん
が
あ
な

た
に
よ
ろ
し
く
と
い
っ
て
い
ま
す
︒
残
念
な
が
ら
彼
は
い
ま
箱
根
に
い
て
︑
そ
こ
で
私
を
待
っ
て

い
ま
す
︵
が
︑
そ
こ
に
行
く
に
は
も
う
遅
す
ぎ
ま
す
︶︒
彼
は
あ
ま
り
太
ら
ず
に
い
て
︑
彼
の
食
欲

四
六
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は
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
根
本
的
な
あ
る
い
は
主
要
な
要
因
は
︑
ま
ち
が
い
な
く
神
経
過

敏
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
︑
そ
れ
は
働
き
す
ぎ
に
よ
る
も
の
で
す
︒
︹
中
略
︺
次
は
い
つ
︑
私
た

ち
は
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
で
し
ょ
う
？
残
念
な
が
ら
︑
い
ま
東
京
は
葬
儀
の
た
め︶

3

︵
訳
註

︑
音
楽

が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
︒
ま
る
で
人
里
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
る
よ
う
で
す
︒
内
親
王
の
か
た
が

た
は
赤
城
山
に
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
︑
な
か
じ
ま
嬢
は
と
て
も
ほ
っ
そ
り
と
か
細
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
︒
イ
カ
ガ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
﹇
タ
﹈
カ
？

ま
た
羨
む
べ
き
手
紙
が
届
い
た
で
し
ょ
う
？

草
々

A
.

ケ
ラ
ー

︵
訳
註
1
︶ 

ド
イ
ツ
の
詩
人M

atthias C
laudius

のW
enn jem

and eine R
eise tut

と
い
う
詩
の
冒
頭

二
行
を
も
じ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

︵
訳
註
2
︶ 

百
万
遍
の
﹁
か
ぎ
や
﹂
の
こ
と
ヵ

︵
訳
註
3
︶ 

七
月
三
〇
日
明
治
天
皇
崩
御
の
た
め
の
喪
中
と
い
う
意
味
ヵ

2

葉
書

一
九
一
五
年
三
月
二
九
日

表
書
き

音
楽
学
校
田
村
寛
貞
気
付

上
海
に
て

三
月
廿
九
日

月
の
夜︶

1

︵
訳
註

︹
文
面
は
柳
谷
午
郞
︵
英
語
︶
と
ケ
ラ
ー
︵
独
語
︶
に
よ
る
︒
柳
谷
の
英
文
書
簡
の
翻
訳
は
大
西
に

よ
る
︺

︹
英
語
︺

親
愛
な
る
上
野
さ
ん
︑

あ
な
た
達︶

2

︵
訳
註

か
ら
の
紹
介
の
カ
ー
ド
を
見
ま
し
た
︒
そ
し
て
︹
私
は
︺
ケ
ラ
ー
氏
と
会
え
て
と
て
も

嬉
し
い
で
す
︒
彼
の
た
め
に
私
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
し
ま
す
︒
私
は
あ
な
た
と
田
村
さ
ん
に︶

3

︵
訳
註

ケ
ラ
ー
氏
が
無
事
に
こ
こ
に
到
着
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
大
変
に
幸
せ
で
す
︒
彼
は
こ
れ
か
ら
短
期

の
新
生
活
に
入
り
ま
す
︒

あ
な
た
に
す
ぐ
に
会
え
ま
す
よ
う
に
︒
あ
な
た
の
親
愛
な
る
︑G

.

柳
谷

︵
訳
註
1
︶ 

葉
書
表
書
き
は
日
本
語

︵
訳
註
2
︶ 

下
記
の
ケ
ラ
ー
か
ら
の
文
面
か
ら
こ
の
﹁
あ
な
た
達
﹂
と
い
う
の
は
︑
直
昭
と
田
村
︑
村

上
と
い
う
人
物
︒
お
そ
ら
く
名
刺
に
紹
介
を
書
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

︵
訳
註
3
︶ 

田
村
寛
貞
と
柳
谷
午
郞
に
つ
い
て
は
︑
本
稿
本
文
﹁
五

ア
ド
ル
フ
・
ケ
ラ
ー
と
の
日
本

美
術
の
勉
強
会
﹂
お
よ
び
同
註
41
参
照
︒

上
海

一
九
一
五
年
三
月
二
九
日
︹
独
語
︺

親
愛
な
る
上
野
様

あ
な
た
の
あ
た
た
か
い
ご
推
挙
に
よ
り
︑
柳
谷
さ
ん
と
村
上
さ
ん
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
カ
ー
ド
を

こ
ち
ら
で
受
け
取
り
︑Boone-R

oad

の
日
本
人
俱
楽
部
の
そ
ば
に
さ
さ
や
か
な
日
本
式
の
宿
を

見
つ
け
ま
し
た
︒
で
す
が
︑
こ
こ
で
は
す
べ
て
が
私
に
と
っ
て
よ
そ
よ
そ
し
い
ま
ま
で
︑
東
京
で

私
の
そ
ば
に
い
て
く
れ
た
し
っ
か
り
と
ま
る
で
警
察
の
よ
う

︵
訳
註
︶に
監
視
し
て
く
れ
て
い
た
人
も
お
ら

ず
と
て
も
心
細
く
感
じ
て
い
ま
す
︒
で
も
ご
心
配
な
き
よ
う
︒
我
々
の
共
通
の
知
人
に
あ
な
た
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
︒

A

ケ
ラ
ー

︵
訳
註
︶ polireich

と
い
う
単
語
は
存
在
し
な
い
が
︑
お
そ
ら
く
上
野
の
こ
と
を
警
察
に
喩
え
て
茶
目

っ
気
た
っ
ぷ
り
に
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

3

葉
書

一
九
一
五
年
五
月
一
七
日

ド
イ
ツ
薬
学
お
よ
び
工
学
学
校

ペ
ー
ル
・
ロ
ベ
ル
ト

通
り
四
〇

上
海

上
野
さ
ん
！

あ
な
た
は
心
理
学
者
だ
か
ら
︑
お
そ
ら
く
私
の
居
心
地
の
悪
い
状
況
に
共
感
し
て
も
ら
え
る
で

し
ょ
う
︒
上
海
は
ま
っ
た
く
好
き
に
な
れ
ず
︑
筋
肉
リ
ュ
ー
マ
チ
の
せ
い
で
病
気
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
し
︑
こ
こ
の
気
候
は
酷
い
で
す
︒
東
京
の
あ
な
た
は
い
か
が
で
す
か
？
京
都
や
奈
良
に
旅

行
に
行
き
ま
し
た
か
？
い
ま
私
は
こ
の
学
校
で
教
師
を
し
て
お
り
︑
か
な
り
多
忙
で
す
︒
草
々

A
.

ケ
ラ
ー

4

葉
書

一
九
一
六
年
九
月
三
日

上
海

ル
イ
・
ア
ル
ベ
ー
ル
通
り
四
〇

親
愛
な
る
上
野
氏
！

数
日
前
︑
あ
な
た
宛
て
に
ヴ
ン
ト
の
本
を
送
り
ま
し
た
︒
こ
れ
は
あ
な
た
に
対
す
る
︑
つ
ま
り
︑

た
と
え
こ
の
戦
時

︵
訳
註
︶の
せ
い
で
あ
な
た
に
手
紙
を
送
ろ
う
と
思
え
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
︑
私
は
あ

な
た
と
田
村
さ
ん
の
こ
と
を
い
つ
も
考
え
て
い
る
と
い
う
し
る
し
の
つ
も
り
で
す
︒
あ
な
た
の

四
七
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“
花
と
繁
栄
”
を
願
っ
て

あ
な
た
よ
り
年
長
の
“
書
生
”
で
あ
り
“
先
生
”
で
あ
る

A
. 

ケ
ラ
ー
よ
り

︵
訳
註
︶ 

第
一
次
世
界
大
戦
︵
一
九
一
四
―
一
九
一
八
︶

5

封
書

封
筒
な
し

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
地
方
︑
グ
ミ
ュ
ン
ト
︑
一
九
二
四
年
六
月
一
四
日

親
愛
な
る
上
野
氏
！

や
あ
︑
長
い
こ
と
手
紙
を
書
い
て
い
な
か
っ
た
が
︑
そ
の
原
因
は
何
で
し
ょ
う
？

㈠

 

ま
ず
︑
私
は
あ
な
た
の
注
文
に
対
す
る
ア
ウ
ペ
ー
ル
氏
に
よ
る
つ
ま
ら
な
い
説
明
に
怒
っ
て

い
ま
す
︒

私
は
︑
あ
な
た
な
ら
欠
落
し
た
ノ
ー
ト
を
確
実
に
入
手
で
き
る
と
本
当
に
確
信
し
て
い
ま
す

が
︑
彼
自
身
︑
出
版
社
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
お
り
︑
出
版
社
と
直
接
や
り
と
り
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
︒
そ
こ
で
私
は
あ
な
た
に
︑
要
求
さ
れ
た
価
格
が
低
い
た
め
︑
彼
が
欠
落
し

た
ノ
ー
ト
を
あ
な
た
に
提
供
す
る
ま
で
︑
様
子
を
見
て
︑
彼
に
ま
だ
お
金
を
送
ら
な
い
よ
う

忠
告
し
ま
す
︒
そ
う
す
れ
ば
彼
も
も
っ
と
努
力
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
︒
私
は
六
つ
の
小
冊

子
を
入
手
し
ま
し
た
︒︹
内
容
は
︺
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
っ
て
仮
綴
さ
れ
た
絵
画
︑
彫
刻

な
ど
一
八
世
紀
の
も
の
で
す
︒
こ
れ
ら
は
欲
し
い
で
す
か
？
も
し
あ
な
た
が
全
部
の
作
品
を

す
ぐ
に
必
要
と
し
て
い
る
な
ら
︑
あ
な
た
に
ノ
ー
ト
を
返
し
ま
す
︒
も
ち
ろ
ん
彼
は
送
料
な

し
で
あ
な
た
に
欠
落
し
た
ノ
ー
ト
を
︑
あ
な
た
が
望
む
と
こ
ろ
な
ら
日
本
で
も
韓
国
で
も
送

り
ま
す
︒

㈡

 

私
は
自
分
の
下
手
な
写
真
技
術
を
恥
ず
か
し
く
思
っ
て
い
ま
す
︒
ど
れ
も
光
と
影
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
の
な
い
灰
色
の
写
真
に
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
す
︒
こ
れ
で
︑
シ
カ
タ
ガ
ナ
イ
︒

や
は
り
そ
れ
は
愛
す
べ
き
思
い
出
で
す
︒︹
中
略
︺

ク
ラ
イ
ン
教
授
は
来
週
︑
学
生
た
ち
と
バ
ン
ベ
ル
グ
に
行
き
ま
す
︒
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
︑
今

回
︑
私
に
と
っ
て
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し
た
︒
そ
れ
は
古
い
﹇
聖
﹈
ヤ
コ
ブ
教
会
で
︑
そ
こ
に

は
良
い
彫
刻
と
非
常
に
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
︒
水
戸
﹇
？
﹈
の
グ
ン
デ
ル
ト
教

授
が
手
紙
で
︑
ラ
イ
ス

︵
訳
註
︶大
学
の
加
藤
教
授
︵
し
ん
と
う
︶
が
私
に
質
問
が
あ
る
と
言
っ
て
き
ま
し

た
︒
で
す
が
︑
私
は
彼
に
心
当
た
り
が
あ
り
ま
せ
ん
︒
グ
ン
デ
ル
ト
教
授
は
最
近
成
田
を
訪
れ
ま

し
た
︒
あ
な
た
の
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
は
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
か
？

七
月
の
二
八
日
か
二
六
日
︑

少
く
と
も
あ
と
二
ヶ
月
で
グ
ミ
ュ
ン
ト
を
去
る
の
を
私
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
︒
ヘ
ッ
セ
ル
は

コ
ブ
レ
ン
ツ
に
私
を
招
待
し
て
い
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
私
は
こ
の
夏
ほ
と
ん
ど
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ

ル
ト
の
州
立
図
書
館
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

さ
て
も
う
お
し
ゃ
べ
り
は
充
分
で
し
ょ
う
︒

草
々

A
. 

ケ
ラ
ー

︵
訳
註
︶R

ais

と
書
い
て
あ
る
がR

ice

の
誤
り
と
思
わ
れ
る
︒

6

封
書

一
九
五
四

ポ
ズ
ナ
ー

︵
訳
註
︶よ

り

チ
ュ
ー
リ
ヒ
︑
一
九
五
四
年
二
月
一
五
日

親
愛
な
る
教
授
氏
！

こ
の
部
門
の
伝
達
人
で
あ
る
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ケ
ラ
ー
氏
は
我
が
家
族
の
友
人
で
す
︒

も
し
︑
彼
が
あ
な
た
に
会
っ
て
︑
我
々
が
あ
な
た
に
よ
ろ
し
く
と
言
っ
て
い
た
と
伝
え
て
く
れ
た

ら
︑
非
常
に
嬉
し
い
で
す
︒
私
も
こ
の
よ
い
機
会
に
あ
な
た
の
成
果
に
つ
い
て
聞
け
る
よ
う
望
ん

で
い
ま
す
︒
あ
な
た
は
ま
た
も
う
一
度
ス
イ
ス
に
来
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？
あ
な
た
の
東
京
で

の
要
職
を
不
在
に
し
て
も
許
さ
れ
る
範
囲
内
で
の
話
で
す
が
︒

L. Sigg. 

ポ
ズ
ナ
ー

︵
訳
註
︶
ポ
ズ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
未
詳
︒

※
こ
の
手
紙
に
は
︑﹁
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ケ
ラ
ー

ル
ツ
ェ
ル
ン
近
郊
の
ク
レ
ー
マ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
﹂
と

書
か
れ
た
名
刺
が
同
封
さ
れ
て
い
た
︒

四
八

            




